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保育の必要性の認定は、①事由→②区分→③優先利用の順位によって行います。

　

▼ 1号認定（教育標準時間認定）

お子さんが満 3 歳以上で幼稚園での教育を希望する場合 ⇒　

▼ 2号認定（満 3 歳以上・保育認定）

お子さんが満 3 歳以上で、「保育の必要な事由」に該当し、保育所等での保育を希望する場合 ⇒

▼ 3号認定（満 3 歳未満・保育認定）

お子さんが満 3 歳未満で、「保育の必要な事由」に該当し、保育所等での保育を希望する場合 ⇒

※さらに、就労等を理由とする場合、次のいずれかに区分されます。

「保育標準時間」利用 … 就労時間 月 120 時間以上（めやす：週 5 日で 6 時間以上）

「保育短時間」利用 … 就労時間 月 64 時間以上月 120 時間未満

　保育認定（2 号・3 号）に当たっては、保護者（父母）に次のいずれかの事情があり、常時（月 64 時間以上（目安：週 4 日

以上かつ 1 日 4 時間以上））保育が必要な状態にあることが必要です。

　保育は必要ないが、「集団生活を経験させたい」、「教育を受けさせたい」などの方は、1 号認定となります。

   

　保育所（園）、認定こども園、幼稚園、地域型保育など利用する保護者の方には、利用のため認定を受けていただきます。

○子ども・子育て支援新制度に移行しない私立幼稚園を利用される方は、認定の必要はありません。

○公立幼稚園は平成 27 年 1 月ごろに幼稚園を通じて申請していただく予定です。

○今回の申込みは、保育所、認定こども園の入所となります。

「認定」とは・・・

保育所、幼稚園の利用は「認定」を受ける必要があります。

①事由

 1. 就労（居宅外で就労、居宅内（内職等）で当該児

　　童と離れて日常家事以外の労働等）

  2. 妊娠中または出産後おおむね 2 か月間　　　　

  3. 保護者の疾病・障がい（治療見込み期間に相当す

　　る期間）

  4. 同居親族等の介護・看護（治療および介護の見込

　　み期間に相当する期間）

  5. 災害復旧（り災証明書内容の期間）

  6. 求職活動（就職活動期間 3 か月間）

  7. 就学（学生証の記載の就学期間）

  8. 虐待や DV のおそれがあること

  9. 育児休業取得時に、既に保育を利用していること

10. その他、上記に類する状態として市が認める場合

②区分（保育必要量）

1. 保育標準時間（11 時間）　

2. 保育短時間（8 時間）

③優先利用

1. ひとり親家庭

2. 生活保護世帯

3. 生計中心者の失業により、就労の必要性が高い場合

4. 虐待やＤＶのおそれがある場合など、社会的養護が必要         

    な場合

5. 子どもが障がいを有する場合

6. 育児休業明け

7. 兄弟姉妹（多胎児を含む）が同一の保育所等の利用を希

    望する場合

8. 小規模保育事業などの卒園児童

9. その他、上記に類する状態として市が認める場合

〈利用先〉保育所（園）、
認定こども園

〈利用先〉幼稚園、認定こども園

〈利用先〉保育所（園）、認定
こども園、地域型保育

保育所、幼稚園の利用は「認定」を受ける必要があります。

保育の必要性の認定は、①事由→②区分→③優先利用の順位によって行います。

　保育施設〈保育所（園）・認定こども園・地域型保育〉の入所申込みを受け

付けます。

　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/ 　平成 27 年 4 月から
　

スタート！子ども・子育て支援新制度
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保育認定から入所までの流れ （入所決定は、先着順ではありません）

平成 27 年度の入所申請
【対象】平成 21 年 4 月 2 日～平成 26 年 11 月 30 日生まれ

の児童

【入所申込書配布】11 月 10 日㈪～ 12 月 1 日㈪

▽保育子育て支援課（午前 9 時～午後 5 時 30 分）

▽各保育所（開所時間内）

【入所申込み】11 月 17 日㈪～ 12 月 1 日㈪の期間に保育子

育て支援課へ申込書を提出（午前 9 時～午後 5 時 30 分）

【関連サイト】市ウェブサイト→福祉・健康→子育て

【問合せ】保育子育て支援課（☎ 483-3471）

　 住所
（電話番号）

ココアンジュ新家
（150 名）

▼平成 27 年度から
　指定管理保育所

▼平成 27 年度から
　民営化の予定

浜保育所（150 名）
男里 7 丁目 13 番 1 号

（☎484-2660） 通常保育
8:30 ～ 16:30
全開所時間（延長保育含む）
7:00 ～ 19:00
▼18:30 ～ 19:00 は有料

通常保育
8:30 ～ 11:30
全開所時間（延長保育含む）
7:00 ～ 19:00
▼18:30 ～ 19:00 は有料

通常保育
8:00 ～ 17:00
全開所時間（延長保育含む）
7:30 ～ 18:30

通常保育
8:00 ～ 13:00
全開所時間（延長保育含む）
7:30 ～ 17:00

鳴滝第 1 保育所（120 名）

鳴滝第 2 保育所（150 名）

公
立

私
立

保育所（園）名（定員）

西信達保育園（105 名）
 

▼認定こども園予定

信達保育所 （160 名）

たるい保育園  （160 名）

樽井 8 丁目 7 番 5 号
（☎483-4041）

信達市場 1946 番地
（☎482-5660）

岡田 5 丁目 23 番 11 号
（☎483-2444）
信達牧野 425 番地の 1

（☎483-4642）

樽井 6 丁目 9 番 10 号
（☎482-0074）

新家 938 番地の 1
（☎484-0190）

通常保育
8:30 ～ 16:30
全開所時間（延長保育含む）
7:00 ～ 19:00
▼18:00 ～ 19:00 は有料

通常保育
8:30 ～ 13:30
全開所時間（延長保育含む）
7:00 ～ 19:00
▼18:00 ～ 19:00 は有料

▼認定こども園予定

▼認定こども園予定

保育時間
平日 土曜日

▽私立保育園（所）の延長保育料については各園（所）により異なりますので直接お問合せください。

保育所（園）一覧および保育時間
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保育認定から入所までの流れ （入所決定は、先着順ではありません）

　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/
「子ども・子育て支援新制度」
スタート

⑤
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○●文化ホール●○
アンコール無料上映会！
　ワンコイン名作シアターｉｎ

泉南～古き良き時代にタイム

スリップ～

①カサブランカ

【とき】午前 10 時 30 分～（上

映時間 103 分）

【出演】ハンフリー・ボガート、

イングリット・バーグマン

②ローマの休日

【とき】午後 1 時 30 分～（上

映時間 117 分）

【出演】オードリー・ヘプ

バーン、グレゴリー・ペック

【問合せ】国際ライフパート

ナー㈱（☎ 482-7767）

○●文化ホール・展示室●○
❶～❼申込み不要。定員 80

名（先着順）

❶図書館 30 周年記念イベン

ト開会式

【とき】午前 10 時 20 分～

10 時 30 分

❷朗読ボランティア根っこの

会のみなさんによるおはなし会

【とき】午前 10 時 30 分～

10 時 45 分

【内容】新作朗読劇「ききみ

みずきん」

❸上
う え の や ま

之山幸
さ ち よ

代さんの“絵本の

語りとアルパの響き～講演＆

アルパコンサート～”

【とき】午前 11 時～ 11 時

40 分

【対象】小学生高学年以上、

おとな（会場には、どなたで

も入場可）

【内容】講演「図書館が私に

くれた夢」、アルパ演奏、朗

読『アンダルシアのつばさ屋

さん』（自作絵本）

【講師】

上之山幸

代さん

（ 本 市 在

住の学校

心 理 士、

アルパ奏

者）

❹上之山幸代さんと大きなつ

ばさをつくろう！

　上之山さんの自作絵本にち

なみ、みんなの夢を小さな

メッセージカードに書いて、

大きな

つばさをつ

くります。

【とき】午前 11 時 40 分～

12 時（午後 4 時 30 分まで

同じ会場内で作れます）

❺ビブリオバトル in せんなん

　「出会い」をテーマに、5

名の発表者がオススメの本

を紹介します。会場の参加者

は一番読みたくなった本に

投票して、チャンプ（1 位）

本を決定します。

【とき】午後 1 時～ 2 時

【観覧者対象】高校生以上

❻泉南市絵本とおはなしの

会と朗読ボランティアくす

の木のみなさんによるおは

なし会

【とき】午後 2 時～ 2 時 30 分

【内容】ストーリーテリング

「こびとのくつや」、大型絵本

「花さき山」、群読「さるか

に」、手遊びなど

❼紙芝居ボランティアグルー

プ拍子木のみなさんと子ども

たちによるかみしばい会

【とき】午後 3 時～ 4 時

【内容】幼児から小学生の子

どもたちが作った手作り紙

芝居、大型紙芝居、パネルシ

アターなど

❽～�展示

コーナー（午前 10 時～午後

4 時 30 分）

❽大きなとこしょ

　図書館のマスコット「と

こしょ」が、大きな看板で

登場。

❾図書館 30 年のあゆみ

　昭和 59 年の開館から 30

年間の図書館のできごとを

写真などでふり返ります。

�写真パネル泉南名所ひと

めぐり

　本市の見どころを写真パ

ネルでコンパクトにご紹介。

パンフレットもあります。

（協力：産業観光課）

スタッフ募集中！
　図書館まつりを一緒に盛り

上げてくれるボランティアス

タッフを募集しています。

11 月 14 日㈮まで受付中。

【内容】手作りコーナー等の

スタッフや、新企画のアイデ

アなど

【対象】高校生以上。団体可

【申込み】図書館 1 階カウン

ターへ

　図書館・文化ホールは今年開館 30 周年を迎えまし

た。記念イベントを図書館、文化ホール、文化ホー

ル展示室で行います。参加はすべて無料です。たく

さんの楽しい催しでみなさんをお待ちしています。

【問合せ】図書館（☎ 482-7766）

11/29 ㈯図書館・文化ホール
開館 30 周年記念事業開館 30 周年記念事業
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おはなしひろば 
ぴよぴよ・てくてく　

【とき】11 月 7 日㈮、12 月

5 日㈮①午前 10 時 20 分か

ら 30 分程度（おはなしぴよ

ぴよ）②午前 11 時から 30

分程度（おはなしてくてく）

【ところ】図書館 1 階じゅう

たんコーナー

【対象】① 0、１歳の赤ちゃ

んと保護者 ② 2、3 歳の子ど

もと保護者 （年齢は目安）

【内容】赤ちゃんといっしょ

に、絵本やわらべうたで遊び

ます。本の紹介や、絵本相談

も行います

【定員】各回 20 組程度（先

着順）

【参加費・申込み】不要

4 歳以上は
「土曜おはなしひろば」へ！
【とき】11 月 8 日㈯午後 2

時 30 分から 30 分程度

【ところ】図書館 2 階視聴覚室

【対象】4 歳以上の子どもと

保護者

【内容】ストーリーテリング

( 素語り )「ホットケーキ」

や絵本「おまたせクッキー」

の読み聞かせなど。15 分前

から昔の遊びもやっています

【定員】40 名（先着順）

【その他】「とこしょの読書通

帳」対象おはなし会です。絵

本を楽しんで、スタンプを集

めよう！

【参加費・申込み】不要

ワクワク！ドキドキ！
かみしばい会へ行こう！！

【とき】11 月 1 日㈯、15 日㈯、

22 日㈯午後 2 時 30 分から

30 分程度

【ところ】図書館 2 階視聴覚室  

【対象】0 歳からどなたでも

【内容】紙芝居ボランティア

グループ拍子木のみなさんに

よる紙芝居会

【定員】40 名（先着順）

【参加費・申込み】不要

出張図書館
in 子育てフォーラム
　乳幼児おはなし会「おはな

しひろば　ぴよぴよ・てくて

く」が、泉南市子育てフォー

ラムに出張します！

【とき】11 月 6 日㈭①午前

11 時～ 11 時 30 分②午後１

時 30 分～ 2 時

【ところ】イオンモールりん

くう泉南イオンホール

【内容】絵本や育児の本の貸

し出し、絵本の読み聞かせ、

わらべうた、絵本相談など

【対象】0 歳から 3 歳の子ど

もと保護者

【参加費・申込み】不要

【その他】図書館の貸出券を

お持ちの方は、ご持参くださ

い。初めて本を借りる方は、

住 所 の 確 認

できるものを

お持ちくださ

い。貸出券が

作れます

○●図書館●○
図書館30周年ベストリーダー
展～ 30 年で 300 冊！～
　開館からのベストリーダー

（よく読まれた本）をその年

に起こった出来事とともに展

示します（本は貸し出し可）。

約 300 冊が一堂に並びます。

【とき】11 月 1 日㈯～ 30 日㈰

【ところ】1 階特集コーナー

○●文化ホール・前庭●○
　自動車図書館「かしのき号」

が、中庭に出動します！（雨

天中止）

○●文化ホール・ロビー●○
①本と雑誌のリサイクル市

【とき】▽午前の部午前 10

時 30 分～ 12 時▽午後の部

午後 2 時～ 4 時

【対象】本市在住、在勤、在

学の方（在勤、在学の方は図

書館の貸出券をご提示くださ

い）。営利目的での参加はで

きません

【冊数】▽午前の部おひとり

10 冊まで▽午後の部冊数制

限はありません（どちらの部

にも参加できます）

【参加費】無料

【持ち物】受領書記入用の筆

記用具、本を入れる袋

【申込み】当日、入場整理券

を配布します。

▽午前の部（午前 10 時～）

▽午後の部（午後 1 時～）

混雑時は入場制限を行います

【その他】図書館では、不要

になった本の寄贈をお待ちし

ております。蔵書として、活

用するほか、リサイクル市で

再利用します。受付は、図書

館１階カウンターです。受付

随時。くわしくは、職員まで

お問合せください

②手づくり工作コーナー

Ａ . 本の目録カードとシール

を使って…机の上の飾りにも

なる「名札カード」を作ろう！

【とき】午前 10 時～午後 4

時 30 分

Ｂ．めくるたびに絵が変わる

「ぱたぱたカード」を作ろう！

【とき】午前 10 時 45 分～

12 時、午後 1 時～ 2 時

Ｃ．本の帯を使って…すきな

かたちの「しおり」を作ろう！

【とき】午後 0 時～ 1 時、午

後 2 時 30 分～ 3 時、午後 4

時～ 4 時 30 分

【持ち物・申込み】不要

③図書館応援団（ボランティア）

制作「さわる絵本」展示

　さわる絵本とは、目の不自

由な保護者の方や子どもが一

緒に楽しめるよう、絵の部分

が手でさわってわかるように

工夫して作られたもので、大

きな墨字と点字の両方で文章

が書かれています。

○●文化ホール・第１リハー
サル室●○
すこやか・おさがりリサイクル

【とき】午前 10 時 30 分～

12 時

【対象】子育て中のママ・パパ、

妊婦さんも

【参加費】無料

【持ち物】持ち帰り用の袋。

おうちにまだ使える子ども

服、くつ、帽子、制服・体操

服（幼稚園、保育所のみ）等

があればお持ちください。洗

濯済みのものでお願いしま

す。（おさがりをお持ちでな

い方も参加できます）

【その他】絵本は、当日まで

に図書館 1 階カウンターに

お持ちください。図書館の本

と雑誌のリサイクル市と合同

で行います

（協力：すこやかＮＥＷＳ）

図書館まつり

図書館子育て関係イベント情報
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、
毎
年
11
月
を

山
地
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

と
定
め
、
美
化
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も

山
地
美
化
意
識
の
定
着
を
図
る

た
め
、
ご
み
収
集
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
々
に
、
ご
み
袋
を

無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
回

収
場
所
を
事
前
に
お
伝
え
い
た

だ
け
れ
ば
、
市
で
回
収
・
処
分

を
行
い
ま
す
の
で
、
市
内
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
へ
お
出
か
け
の

際
は
、
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
】
産
業
観
光
課

（
☎
483
・
９
９
７
４
）

　

自
転
車
は
便
利
で
身
近
な

乗
り
物
で
す
が
、
利
用
者
の

マ
ナ
ー
の
欠
如
に
よ
り
、
駅

周
辺
な
ど
に
、
無
秩
序
に
放

置
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
放
置
自
転
車
は
、
ま

ち
の
美
観
を
損
ね
る
だ
け
で

は
な
く
、
歩
行
者
の
通
行
の
妨

げ
に
な
る
な
ど
、
道
路
や
駅

前
広
場
の
機
能
を
著
し
く
低

下
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
放
置
自
転
車
の
な
い
、

き
れ
い
で
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

【
問
合
せ
】
環
境
整
備
課

（
☎
483
・
９
８
７
１
）

　

入
会
す
る
前
に
各
小
学
校
の
留

守
家
庭
児
童
会
を
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
対
象
】
保
護
者
等
が
就
労
等
に

よ
り
昼
間
不
在
の
小
学
校
児
童

（
新
１
年
生
～
新
３
年
生
）

【
費
用
】
会
費
／
月
額
５
２
０
０

円
（
減
免
有
）、
延
長
／
月
額

３
０
０
０
円
（
減
免
有
）、
お
や

つ
代
等
／
月
額
１
０
０
０
円
（
減

免
無
）、
傷
害
保
険
／
年
額
800
円

（
減
免
無
）

【
そ
の
他
】
定
員
、
選
考
等
に
よ

り
入
会
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
入
会
先
は
原
則
、
在

籍
小
学
校
の
留
守
家
庭
児
童
会
で

す
が
、
定
員
超
過
等
の
場
合
、
家

族
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
等
を
利
用
し
て
送
迎
可
能
で

あ
れ
ば
、
他
の
留
守
家
庭
児
童
会

に
入
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

【
入
会
申
込
書
の
配
布
】
11
月
17

日
㈪
か
ら
生
涯
学
習
課
お
よ
び

各
留
守
家
庭
児
童
会
で
。
郵
送
希

望
の
方
は
、「
留
守
家
庭
児
童
会

入
会
申
込
書
希
望
」
の
文
言
と

入
会
希
望
児
童
数
を
朱
書
き
し
、

140
円
切
手
を
貼
り
付
け
た
宛
名

明
記
の
返
信
封
筒
（
定
形
角
形
２

号
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
直
接
窓

口
（
土
日
を
除
く
12
月
1
日

㈪
～
24
日
㈬
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分
）
か
郵
送
で

〒
５
９
０
・
０
５
９
２
（
住
所

不
要
）
生
涯
学
習
課
（
☎
483
・

２
５
８
２
）
へ
。

12
月
24
日
㈬
消
印

有
効

　　

平
成
27
年
4
月
1
日
㈬
か
ら

の
浜
保
育
所
の
指
定
候
補
者
が

９
月
議
会
に
て
議
決
さ
れ
、
次

の
社
会
福
祉
法
人
が
指
定
管
理

者
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
指
定
管
理
施
設
】
浜
保
育
所

【
法
人
名
】
社
会
福
祉
法
人　

髙こ
う
よ
う
か
い

陽
会

【
法
人
所
在
地
】
和
歌
山
県
紀
の
川

市
上
田
井
１
０
２
０
番
地

【
指
定
期
間
】
平
成
27
年
4
月
1
日

㈬
～
平
成
30
年
3
月
31
日
㈯
の
3
年

間【問
合
せ
】
保
育
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
3
4
7
1
）

11
月
は

山
地
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

11
月
は
「
駅
前
放
置
自
転
車
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
月
間

留
守
家
庭
児
童
会
入
会
申
込
み

を
受
付
け
ま
す

　

住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
入
れ
替
え

の
た
め
、
平
成
27
年
1
月
4
日
㈰

の
住
民
票
等
自
動
交
付
機
は
休
止

と
な
り
ま
す
。

【
年
末
年
始
の
休
止
期
間
】
12
月

29
日
㈪
～
平
成
27
年
1
月
4
日
㈰

【
問
合
せ
】

市
民
課

（
☎
483
・
7
7
9
1
）

 

住
民
票
等
自
動
交
付
機
休
止
の

お
知
ら
せ

Topics
新着ニュース

　

対
象
は
市
街
化
区
域
の
農
地

等
で
す
。
追
加
指
定
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
必
ず
事
前
相
談
お

よ
び
申
請
を
期
間
内
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
追
加
指

定
す
る
農
地
等
を
反
映
し
た
都

市
計
画
案
を
作
成
し
、
泉
南
市

都
市
計
画
審
議
会
に
諮
り
、
平

成
27
年
11
月
（
予
定
）
の
都
市

計
画
決
定
に
よ
り
指
定
し
ま

す
。 

【
期
間
】
平
成
27
年
１
月
5
日

㈪
～
２
月
13
日
㈮
（
土
日
祝
を

除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30

分
、
相
談
前
に
電
話
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
） 

【
申
請
先
・
問
合
せ
】
都
市
計

画
課　
　
（
☎
483
・
９
９
７
３
）

生
産
緑
地
の
追
加
指
定
を

行
い
ま
す

浜
保
育
所
の
指
定
管
理
者

が
決
定
し
ま
し
た

・
９
９
７
４
）
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新着ニュース

Topics                 泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

就
学
時
の
健
康
診
断

土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
緊
急
周
知

　

本
年
8
月
、
台
風
等
の
大
雨

に
よ
り
全
国
各
地
で
土
砂
災
害
に

よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
土

砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に

ど
の
よ
う
な
危
険
箇
所
が
あ
る
の

か
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
市
総
合

防
災
マ
ッ
プ
で
危
険
箇
所
や
避
難

場
所
を
確
認
し
、
日
ご
ろ
か
ら
災

害
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　

本
市
で
想
定
さ
れ
る
土
砂
災
害

は
、大
き
く
分
け
て「
土
石
流
」「
が

け
崩
れ
」「
地
す
べ
り
」
の
3
つ

で
す
。

▽
土
石
流
：
急
な
渓
谷
に
水
を
含

ん
だ
大

量
の
土

砂
・
礫

つ
ぶ
て

が
津
波

の
よ
う

に
流
れ

下
る
も

の
で
、

そ
の
流

れ
の
速

さ
は
時
速
20
～
40
㎞
で
一
瞬
の
う

ち
に
人
家
や
田
畑
を
壊
滅
さ
せ
て

し
ま
い
ま
す

▽
急
斜
面
の
崩
壊（
が
け
崩
れ
）：

雨
で
地
面
に
し
み
こ
ん
だ
水
分
が

土
の
抵

抗
力
を

弱
め
、

斜
面
が

急
に
崩

れ
落
ち

る
こ
と

で
す
。

ま
た
、

崩
れ
落
ち
る
速
度
も
速
く
、
地
震

が
原
因
で
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
、

人
家
の
近
く
で
起
こ
る
と
、
死
傷

者
の
出
る
悲
惨
な
災
害
と
な
り
ま

す▽
地
す
べ
り
：
粘
土
質
な
ど
、
す

べ
り
や

す
い
土

質
を
境

目
に
、

そ
の
上

部
の
地

面
が
動

き
出
し

て
ゆ
っ

く
り
す
べ
り
落
ち
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
発
生
規
模
も
広
範
囲
に
わ

た
り
ま
す

【
詳
細
サ
イ
ト
】

h
ttp
://w

w
w
.city.sen

n
an
.

o
s
a
k
a
.jp
/k
ik
ik
a
n
ri/

bousai/kinkyusyuti.htm

【
問
合
せ
】
危
機
管
理
課

　
　
　
　
　
（
☎
479
・
3
6
0
1
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
19
年

度
か
ら
東
小
学
校
を
小
規
模
特
認

校
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

【
小
規
模
特
認
校
と
は
】
当
該
校

の
特
色
あ
る
教
育
環
境
の
中
で
、

子
ど
も
を
学
ば
せ
た
い
、
学
び
た

い
と
い
う
保
護
者
や
児
童
に
、
一

定
の
条
件
の
も
と
通
学
区
域
内
の

指
定
校
を
変
更
し
東
小
学
校
へ
の

入
学
・
転
学
を
認
め
る
も
の
で
す

【
就
学
条
件
】
保
護
者
は
、
次
の

条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す

①
泉
南
市
内
に
住
所
を
有
し
、
泉

南
市
立
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る

者
ま
た
は
就
学
を
予
定
す
る
者
の

保
護
者
②
保
護
者
は
、
自
ら
の
責

任
と
負
担
に
お
い
て
当
該
の
児
童

を
通
学
さ
せ
る
③
保
護
者
は
、
当

該
校
の
教
育
活
動
等
に
つ
い
て
理
解

し
協
力
が
で
き
る
④
そ
の
他
、
教
育

委
員
会
な
ら
び
に
当
該
校
の
指
示
に

従
う

【
東
小
学
校
の
特
色
】
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
の
中
で
培
わ
れ
た
歴
史
と
伝

統
を
体
験
を
通
し
て
実
感
さ
せ
る
と

と
も
に
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
取

れ
た
自
主
性
・
創
造
性
に
富
む
心
豊

か
な
児
童
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
小

規
模
校（
平
成
26
年
度
児
童
数
66
名
）

の
た
め
、
体
験
学
習
や
自
然
を
教
材

に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
、
地

域
と
の
交
流
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

進
ん
で
学
び
進
ん
で
考
え
る
子
、
心

豊
か
で
思
い
や
り
の
あ
る
子
、
健
康

で
た
く
ま
し
い
子
の
育
成
に
力
を
注

い
で
い
ま
す

【
学
校
見
学
会
・
説
明
会
】
11
月
9

日
㈰
午
前
９
時
～
12
時
、
東
小
学
校

（
信
達
金
熊
寺
553
☎
482
・
３
５
０
０
）

【
申
込
み
】
11
月
4
日
㈫
～
12
月
5

日
㈮
の
間
に
「
入
学
・
転
学
申
込

書
」
を
学
務
課
へ
（
土
日
祝
日
を

除
く
執
務
時
間
内
）

【
面
談
】
12
月
13
日
㈯
（
申
し
込

ん
だ
保
護
者
、
児
童
は
必
ず
面
談

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。な
お
、

こ
の
小
規
模
特
認
校
の
指
定
は
小

学
校
の
み
で
行
い
、
中
学
校
は
通

学
区
域
で
指
定
し
た
学
校
に
入
学

し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

【
そ
の
他
】
詳
細
は
「
東
小
学
校

小
規
模
特
認
校
児
童
募
集
要
項
」

お
よ
び
「
入
学
・
転
学
申
込
書
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
学
務
課

（
☎
483
・
３
６
７
３
）

東
小
学
校

小
規
模
特
認
校
児
童
募
集

　

9
月
29
日
、
社
会
貢
献
活
動
と

し
て
「
プ
ル
ト
ッ
プ
を
集
め
て
車

い
す
を
贈
ろ
う
運
動
」
を
行
っ
て

い
る
大
阪
府
理
容
生
活
衛
生
同
業

組
合
さ
ま
か
ら
、
本
市
に
車
い
す

1
台
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ご
芳
志
に
対
し
、
紙
上
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
総
務
課

　
　
　
　
　
（
☎
483
・
０
０
０
1
）

ご
寄
贈
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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第
12
回
共
に
生
き
る
障
が
い
者
展

　
「
障
が
い
者
作
品
展
」
を
始
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
同
時
開
催

さ
れ
る「
大
阪
の
障
が
い
者
の
祭
典
」

で
す
。

【
と
き
】
11
月
15
日
㈯
、
16
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
5
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
国
際
障
害
者
交
流
セ
ン

タ
ー
（
ビ
ッ
グ
・
ア
イ
）
泉
北
高
速

鉄
道
「
泉
ヶ
丘
」
駅
下
車
200
ｍ

【
入
場
料
】
無
料

【
問
合
せ
】
大
阪
府
障
が
い
福
祉
室

（
☎
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

第
7
回
泉
南
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
団
体
を
募
集

　

本
市
で
暮
ら
す
お
と
な
、子
ど
も
、

障
が
い
の
あ
る
方
、
外
国
の
方
、
誰

も
が
主
役
に
な
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
い

っ
し
ょ
に
作
り
ま
せ
ん
か
？
普
段
の

活
動
を
市
民
の
み
な
さ
ま
に
P
R

で
き
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】
平
成
27
年
3
月
8
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
3
時

【
と
こ
ろ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南

【
対
象
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
団
体
、
福
祉
施
設
等

【
内
容
】
舞
台
、
体
験
、
展
示
即
売
、

飲
食
、
パ
ネ
ル
展
示
、
ミ
ニ
バ
ザ
ー

な
ど
の
ブ
ー
ス

【
参
加
費
】
無
料

【
そ
の
他
】
応
募
多
数
の
場
合
、
ご

希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ス
テ
ー
ジ
後
方
で
カ
フ
ェ
形
式

の
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
予
定

【
申
込
み
】
電
話
か
F
A
X
で
グ
ル

ー
プ
の
名
称
、
代
表
者
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
参
加
内
容
を
社
会

福
祉
協
議
会
へ
。
11
月
28
日
㈮
締
切

【
問
合
せ
】
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

482
・
1
0
2
7
／
FAX
　

482
・
1
6
1
8
）

気
づ
か
れ
に
く
い
障
害
「
高
次
脳
機

能
障
害
」
を
理
解
す
る
た
め
に

　

事
故
や
脳
の
病
気
の
後
で
、「
新

し
い
事
が
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な

い
」「
集
中
で
き
な
い
」「
ま
わ
り
の

動
き
が
読
め
な
い
」
な
ど
の
変
化
が

起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
高
次

脳
機
能
障
害
」
は
気
づ
か
れ
に
く
い

障
害
で
、
ご
本
人
の
変
化
に
、
周
囲

の
方
や
ご
家
族
も
戸
惑
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
理
解
深
め
る
た

め
に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】
11
月
14
日
㈮
午
後
2
時
～

4
時

【
と
こ
ろ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南
1
階
大

会
議
室

【
講
師
】
橋は

し
も
と本
務つ
と
むさ
ん
（
葛
城
病
院

副
院
長
）

【
定
員
】
100
名
（
申
込
順
）

【
参
加
料
】
無
料

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

障
害
福
祉
課
（
☎
483
・
8
2
5
2
）

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
泉
南
フ
レ

ン
ド　
　
　
　
（
☎
485
・
1
5
5
3
）

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
の
申
請
を
お
忘
れ
な
く

　　

申
請
書
は
、
7
月
下
旬
に
支
給
対

象
と
思
わ
れ
る
方
へ
送
付
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
12
月
22
日
㈪
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
書
が
送

付
さ
れ
て
い
な
い
方
で
も
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
公
務
員
の

方
は
、
勤
務
先
か
ら
「
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
申
請
書
」・「
公
務

員
児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
受
給
状

況
証
明
書
」が
配
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

振
込
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類
を
添

付
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
専
用
ダ

イ
ヤ
ル          

（
☎
447
・
5
5
9
2
）

11
月
は
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」

府
民
運
動
推
進
月
間
で
す

　
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」
府
民
運
動
は
、

府
民
一
人
ひ
と
り
が
「
生
命
を
大
切

に
す
る
」「
思
い
や
る
」「
感
謝
す
る
」

「
努
力
す
る
」「
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
る
」
な
ど
、
時
代
や
社
会
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
も
決
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
「
５
つ
の
こ
こ

ろ
」
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
一
人

ひ
と
り
の
行
動
を
見
つ
め
直
す
こ
と

を
呼
び
か

け
る
運
動

で
す
。
大

切
な
こ
こ

ろ
を
見
つ

め
直
し
、

ま
ず
は
、

あ
い
さ
つ

か
ら
実
践

し
ま
し
ょ

う
。

【
問
合
せ
】
大
阪
府
教
育
委
員
会
事

務
局
教
育
総
務
企
画
課

　
（
☎
06
・
6
9
4
4
・
8
0
4
2
）

★
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
482
・
７
６
１
５
）

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
ば
く
露
し
た

可
能
性
の
あ
る
方
の
健
康
状
況
調
査

　

大
阪
府
で
は
、
過
去
に
石
綿
（
ア

ス
ベ
ス
ト
）
に
ば
く
露
し
た
可
能
性

の
あ
る
方
に
対
し
て
、
現
在
第
２
期

調
査
（
平
成
22
年
度
～
26
年
度
ま
で

の
５
年
間
）
と
し
て
健
康
状
況
を
調

査
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
第
２
期

調
査
の
最
終
年
度
と
し
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

【
と
き
・
と
こ
ろ
】

▽
11
月
7
日
㈮
・
岸
和
田
保
健
所

▽
11
月
8
日
㈯
・
泉
南
市
立
保
健
セ

ン
タ
ー

▽
11
月
15
日
㈯
・
岸
和
田
保
健
所

▽
11
月
21
日
㈮
・
田
尻
町
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
た
じ
り
ふ
れ
愛
セ

ン
タ
ー
）

▽
11
月
25
日
㈫
・
熊
取
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

▽
12
月
5
日
㈮
・
泉
南
市
立
保
健
セ

ン
タ
ー

▽
12
月
17
日
㈬
・
阪
南
市
立
保
健
セ

ン
タ
ー

▽
12
月
22
日
㈪
・
阪
南
市
立
保
健
セ

ン
タ
ー

▼
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
30
分

～
午
後
3
時
30
分
（
予
約
制
）

【
対
象
】
①
平
成
２
年
以
前
に
岸
和

田
市
、貝
塚
市
、熊
取
町
、泉
佐
野
市
、

田
尻
町
、
泉
南
市
、
阪
南
市
、
岬
町

に
住
ん
で
い
た
方
②
石
綿
取
扱
い
施

設
で
勤
務
、
あ
る
い
は
そ
の
付
近
に

住
ん
で
い
た
な
ど
、
石
綿
に
ば
く
露

し
た
可
能
性
が
あ
る
方

【
内
容
】 

問
診
及
び
胸
部
エ
ッ
ク
ス

線
検
査
及
び
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
（
参
加

者
全
員
）

【
費
用
】 

無
料
（
要
精
査
に
よ
り
医

療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
場
合
の
費
用

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】 

泉
佐
野
保
健

所
地
域
保
健
課

　
　
　
　
（
☎
072
・
462
・
7
7
0
3
）

2
●
福
祉 11

●
健
康
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

（
セ
ッ
ト
B
検
診
）

【
と
き
】
平
成
27
年
1
月
20
日
㈫

【
と
こ
ろ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
40
歳
以
上
の
市
民
（
胃
が

ん
検
診
は
妊
娠
中
を
除
く
）

【
内
容
】
胃
が
ん
検
診
（
胃
部
エ
ッ

ク
ス
線
間
接
撮
影
）、
大
腸
が
ん
検

診
（
便
潜
血
検
査
２
日
法
）

【
定
員
】
若
干
名
（
申
込
順
）

【
費
用
】
胃
が
ん
検
診
800
円
、
大
腸

が
ん
検
診
200
円
（
た
だ
し
、
70
歳
以

上
は
無
料
、
生
活
保
護
お
よ
び
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
申
込
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

【
携
行
品
】
健
康
手
帳
（
お
持
ち
で

な
い
方
に
は
当
日
発
行
）

【
そ
の
他
】
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検

診
は
な
る
べ
く
セ
ッ
ト
で
お
受
け
く

だ
さ
い
。
現
在
治
療
中
ま
た
は
経
過

観
察
中
の
場
合
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
申
込
み
】
電
話
か
保
健
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
受
付
は
で
き

ま
せ
ん
）　　

年
金
の
受
給
者
が

死
亡
し
た
と
き
は
届
け
出
を 

　

年
金
受
給
者
が
死
亡
す
る
と
、
年

金
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま

す
。
親
族
の
方
は
速
や
か
に
年
金
の

死
亡
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。
年
金
は

死
亡
し
た
月
の
分
ま
で
（
日
割
り
で

は
な
く
月
割
り
で
す
）
支
払
わ
れ
ま

す
。
死
亡
し
た
方
に
支
払
わ
れ
る
は

ず
で
あ
っ
た
年
金
が
残
っ
て
い
る
と

き
は
、
遺
族
が
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
遺
族
と
は
、

受
給
権
者
の
死
亡
時
、
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
た
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
ま
た
は
、

こ
れ
ら
の
方
以
外
の
3
親
等
内
の
親

族
に
限
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
受
給
順

位
は
先
に
記
載
し
た
順
序
に
な
り
ま

す
。
こ
の
届
け
出
が
遅
れ
ま
す
と
、

年
金
を
多
く
受
け
取
り
す
ぎ
て
後
で

返
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
険
年
金
課
国
民
年
金

担
当　
　
　
　
（
☎
483
・
７
７
９
２
）

　

国
保
加
入
の
70
歳
に
な
ら
れ
る
方
へ 

　

70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方

は
、誕
生
日
の
翌
月
の
１
日
か
ら（
１

日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
か
ら
）、

高
齢
受
給
者
と
し
て
診
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

誕
生
月
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
誕

生
日
の
前
月
）
の
下
旬
に
高
齢
受
給

者
証
を
送
付
し
ま
す
。 

【
問
合
せ
】
保
険
年
金
課

（
☎
483
・
３
４
３
１
）

　

とき ところ 対象 内容・その他

健康
相談

毎月第 1 ～ 4
金曜日
13 時 30 分～
14 時 30 分 保健

センター
40 歳
以上の
市民

ご自分の健康に疑問や不安
がありましたら、いつでも
お気軽にご相談ください。
ただし、医師への相談は予
約が必要です。

栄養
相談

毎月第１～３
金曜日
13 時～
14 時 30 分

栄養士が個人のライフス
テージに応じた栄養に関す
る相談に乗ります。ただし、
事前に予約が必要です。

こころの
健康相談

随時受付。
電話予約要。

泉佐野保健所
（☎ 462-4600）

アルコール依存症・認知症
も含みます。無料。

医療に関
する相談

月～金曜日　
9 時～
15 時 45 分

泉佐野保健所
（☎ 462-7701）

医療に関する相談・苦情・利
用のアドバイスなど。無料。

肝炎ウイ
ルス検査

第 4 水曜日
9 時 30 分～
10 時

泉佐野保健所
（☎ 462-7703） 事前予約が必要です。

HIV 即日
検査

第 3 月曜日　
13 時～ 14 時

泉佐野保健所
（☎ 462-7703） 匿名可。無料。

風しん
抗体検査

第 3 月曜日
10 時～ 11 時

泉佐野保健所
（☎ 462-7703） 事前予約が必要です。無料。

献血

11 月 4 日㈫、
　     20 日㈭
10 時～ 12 時    
13 時～
16 時 30 分

イオンモ
ールりん
くう泉南

大阪府内の当日と翌日の献血場所は
フリーダイヤル 0120-524-133 でご
案内しています。
問合せは泉南市献血推進協議会

（☎ 482-7615）

泉州広域母子医療センター
安心・安全な産婦人科・周産期医療を目指して！！
　平成 20 年 4 月から、りんくう総合医療センター産

婦人科と市立貝塚病院産婦人科は一つの組織として統

合されました。当時は、南泉州地区の産婦人科医療は崩壊寸前の状況に

あり、このため近隣市町（貝塚市・泉佐野市・熊取町・田尻町・泉南市・

阪南市・岬町）が協力して産婦人科医療の安定的確保に乗り出したのが、

この「泉州広域母子医療センター」です。センターでは、それぞれの病

院施設をそのまま利用し、りんくう総合医療センターは「周産期センタ

ー」、市立貝塚病院は「婦人科医療センター」として泉州地域の産婦人

科医療を担う拠点病院として運用を開始し丸 6 年を迎えました。

  周産期センターでは 24 時間 365 日、常に産科医 2 名以上、新生児

科医 1 名以上が待機し従事していますので、ハイリスクの患者も安心

で安全なお産ができる施設となっています。また、女性医師の割合も多

く気兼ねなく診療を受けていただけます。

  正常妊娠・正常分
ぶんべん

娩の方にも分娩・育児していただくため、助産師外

来の拡充、4D 超音波の導入、マタ

ニティヨガやオイルマッサージなど

を取り入れ、さらに産後食としてお

祝い膳もご用意しておりますので、

ぜひ、当センターをご利用ください。

なお、前記の近隣市町在住の方の分

娩料金は、それ以外の住民の方より

11 万円程度安い料金となっております。

【詳細サイト】http://www.rgmc.izumisano.osaka.jp

【問合せ】地方独立行政法人りんくう総合医療センター ( 産婦人科外来・

6 階山側病棟☎ 072-469-3111）　

●
国
民
年
金

●
健
康
保
険
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国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付 

　　

国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
は
、
当
該
保
険
加

入
者
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
の

医
療
費
等
に
あ
て
ら
れ
る
重
要
な
財

源
で
す
。
納
め
な
い
で
い
る
と
、
財

源
が
不
足
し
、
医
療
費
を
ま
か
な
え

な
く
な
り
ま
す
。
保
険
税（
料
）
は
、

納
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、納
期
限
は
、各
納
期
月
の
末
日

（
末
日
が
金
融
機
関
の
休
業
日
の
場
合

は
翌
営
業
日
）と
な
っ
て
い
ま
す
。 

〈
国
民
健
康
保
険
税
〉 

【
納
付
】
口
座
振
替
、
集
金
お
よ
び

納
付
書
納
付
の
普
通
徴
収
で
納
期
は

６
月
～
翌
年
３
月
ま
で
の
10
回 

【
注
意
】
国
保
加
入
者
全
員
が
65
歳

以
上
75
歳
未
満
の
方
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場

合
、
世
帯
主
の
年
金
か
ら
年
金
支
給

月
に
保
険
税
を
納
付
（
特
別
徴
収
）。

な
お
、
保
険
年
金
課
へ
申
請
す
る
こ

と
で
、
納
付
方
法
を
口
座
振
替
へ
変

更
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
納
付
状
況

に
よ
り
変
更
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
現
在
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

の
方
も
、
特
別
徴
収
の
中
止
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
申
請
が
必
要
で
す

【
納
税
義
務
者
】
納
税
義
務
者
は
、

世
帯
主
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
な
く
て
も
、
納
税
通
知
書
等
は

世
帯
主
に
送
ら
れ
ま
す

〈
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
〉 

【
納
付
】
原
則
、
特
別
徴
収
と
な
り

ま
す
が
、
一
定
要
件
に
よ
り
普
通
徴

収
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
年
度

途
中
で
75
歳
到
達
の
方
は
、
原
則
誕

生
月
の
翌
月
に
納
付
書
を
送
付
） 

【
注
意
】
７
月
～
９
月
が
普
通
徴
収

で
、
10
月
か
ら
特
別
徴
収
に
よ
る
納

付
方
法
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
７

月
に
３
回
分
の
納
付
書
（
７
月
～
９

月
分
）
を
送
付
し
て
い
ま
す

〈
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
共
通
事
項
〉 

【
納
付
済
額
通
知
書
】
毎
年
、
１
月

下
旬
に
泉
南
市
国
民
健
康
保
険
税
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
全
世
帯
の
世
帯
主
（
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
で
は
被
保
険
者
）

に
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
納
付
済
額
の
お
知

ら
せ
を
送
付
し
ま
す
（
所
得
税
お
よ

び
市
府
民
税
の
確
定
申
告
等
に
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
） 

【
納
付
相
談
】
災
害
や
特
別
な
理
由

等
で
保
険
税
（
料
）
の
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
事
情
に
応
じ
て
分
割
納

付
等
納
付
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す 

【
夜
間
窓
口
納
付
相
談
】
平
日
の
市

役
所
開
庁
時
間
内
に
保
険
税
（
料
）

が
納
め
ら
れ
な
い
方
や
、
事
情
に
よ

り
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
困
難
な
方

の
た
め
に
、 

毎
月
10
日
の
午
後
５
時

45
分
～
午
後
８
時
（
10
日
が
土
日
祝

日
の
場
合
は
翌
執
務
日
）
開
設

（
12
ペ
ー
ジ
相
談
あ
ん
な
い
参
照
） 

【
特
別
な
理
由
な
く
保
険
税
（
料
）

を
滞
納
し
た
場
合
の
措
置
】 

①
督
促
状
を
送
付
、
延
滞
金
を
加
算 

②
有
効
期
間
の
短
い
「
短
期
被
保
険

者
証
」
を
交
付

③
１
年
間
滞
納
を
続
け
る
と
保
険
証

を
返
還
、「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」

を
交
付
（
医
療
費
は
、
い
っ
た
ん
全

額
自
己
負
担
） 

④
１
年
半
滞
納
を
続
け
る
と
、
国
保

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
給

付
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
差
し
止
め 

⑤
保
険
税（
料
）を
滞
納
し
続
け
る
と

差
し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
を
執
行 

【
口
座
振
替
】
保
険
税
（
料
）
の
納

付
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
依

頼
書
（
保
険
年
金
課
備
付
）
と
届
け

印
を
持
参
の
上
、
振
替
を
希
望
さ
れ

る
取
扱
金
融
機
関
へ
（
取
扱
金
融
機

関
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
） 

【
注
意
】
年
度
途
中
で
、
保
険
料
額

に
増
減
が
あ
っ
た
場
合
は
、
納
付
方

法
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
福
祉
・
健
康
→
医
療

【
問
合
せ
】
保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
担
当　
　

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
３
４
３
２
）

後
期
高
齢
者
医
療
担
当　
　

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
３
４
５
５
）

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
で
整
骨
院
等
に
か
か
る
と
き
は

❶
柔
道
整
復
師
（
整
骨
院
、接
骨
院
）

に
よ
る
施
術
は
、
健
康
保
険
が
使
用

で
き
る
場
合
と
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【
保
険
証
が
使
え
る
場
合
】
▽
医
師

の
同
意
が
あ
る
場
合
の
骨
折
、
脱
臼

な
ど
▽
急
性
な
ど
の
外
傷
性
の
打

撲
、
ね
ん
ざ
（
出
血
を
伴
う
外
傷
を

の
ぞ
く
） 

【
保
険
証
が
使
え
な
い
場
合
】
▽
日

常
生
活
に
よ
る
疲
れ
、
体
調
不
良
や

肩
こ
り
、
腰
痛
等
▽
ス
ポ
ー
ツ
等
に

よ
る
肉
体
疲
労
▽
脳
疾
患
後
遺
症
等

の
慢
性
病
▽
単
な
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
代

わ
り
の
利
用 

【
注
意
事
項
】
▽
負
傷
原
因
を
正
確

に
伝
え
て
く
だ
さ
い
▽
病
院
で
の
治

療
と
重
複
し
て
施
術
を
受
け
た
場
合

は
、
施
術
料
は
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
▽
施
術
が
長
期
に
わ
た
っ
て

も
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
医
師
の

診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
▽
療
養
費

支
給
申
請
書
は
必
ず
自
分
で
署
名
ま

た
は
捺
印
し
て
く
だ
さ
い
（
療
養
費

支
給
申
請
書
は
、
施
術
を
受
け
た
方

が
柔
道
整
復
師
に
健
康
保
険
へ
の
請

求
を
委
任
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ

り
窓
口
で
自
己
負
担
分
の
み
を
支

払
い
ま
す
）

▽
領
収
書
は

必
ず
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い

❷
医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
は
り
・

灸き
ゅ
う・
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

を
受
け
た
と
き

【
保
険
証
が
使
え
る
場
合
】
▽
は
り
・

灸き
ゅ
うは
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
頸け
い
わ
ん腕

症
候
群
、
五
十
肩
、
腰
痛
症
、
頸け

い
つ
い椎

捻ね
ん
ざ挫
後
遺
症
、
そ
の
他
慢
性
的
な

疼と
う
つ
う痛
を
主
症
と
す
る
疾
患

▽
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
筋
ま

ひ
や
、
関
節

拘こ
う
し
ゅ
く縮
な
ど

で
医
療
上
マ

ッ
サ
ー
ジ
を

必
要
と
す
る

症
例

【
注
意
事
項
】
▽
保
険
の
適
用
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
医
師
の
発
行
し
た
同
意

書
ま
た
は
診
断
書
が
必
要
で
す
▽
単

に
疲
労
回
復
や
慰
安
を
目
的
と
し
た

も
の
や
、
疾
病
予
防
の
た
め
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
は
保
険
の
対
象
と
な
ら

ず
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
▽

保
険
医
療
機
関
（
病
院
、
診
療
所
な

ど
）
で
同
じ
対
象
疾
患
の
治
療
を
受

け
て
い
る
間
は
、
は
り
・
灸

き
ゅ
うの
施
術

を
受
け
て
も
保
険
の
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん

【
問
合
せ
】
▽
保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
担
当

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
３
４
３
２
）

後
期
高
齢
者
医
療
担
当

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
３
４
５
５
）

▽
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
給
付
課

　

 

（
☎
06
・
４
７
９
０
・
２
０
３
１
）

●
健
康
保
険
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大
切
な
家
族
の
た
め
に
特
定
健
診
を

　

本
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
特
定
健
康
診
査
受
診
対
象
の

方
に
、
集
団
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

個
別
に
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
詳
細
は
受
診
券
同
封

の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】
左
表
の
と
お
り

【
と
こ
ろ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
定
員
】
各
日
120
名
程
度
（
申
込
順
）

【
申
込
み
】
保
険
年
金
課
窓
口
ま
た

は
電
話
で
予
約
開
始
日
の
午
前
９
時

か
ら
受
付
（
平
日
の
み
）

【
問
合
せ
】
保
険
年
金
課

（
☎
483
・
３
４
３
３
）

★
問
合
せ　

泉
佐
野
税
務
署

　
　
　
　
　
　
（
☎
462
・
３
４
７
１
）

年
末
調
整
説
明
会

　

平
成
26
年
分
の
源
泉
所
得
税
の
年

末
調
整
の
仕
方
や
法
定
調
書
の
記
載

方
法
等
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。 

【
と
き
】
11
月
27
日
㈭
午
後
２
時
～

４
時

【
と
こ
ろ
】
エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル

消
費
税
（
個
人
事
業
者
用
）
の

届
け
出
は
お
済
み
で
す
か

　

平
成
27
年
分
か
ら
新
た
に
消
費
税

の
課
税
事
業
者
と
な
る
場
合
に
は
、

納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
消
費
税

課
税
事
業
者
届
出
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
分
か
ら
簡

易
課
税
制
度
を
適
用
し
て
申
告
す
る

個
人
事
業
者
の
方
は
、
12
月
31
日
㈬

ま
で
に
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択

届
出
書
を
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

公
的
年
金
等
の

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提
出

　　

公
的
年
金
等
（
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
を
除
く
）
は
、
所
得
税
や
市
・

府
民
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。 

扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
す
る
こ

と
に
よ
り
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税

額
や
翌
年
度
の
市
・
府
民
税
額
に
各

種
控
除
を
反
映
し
、
申
告
手
続
き
を

簡
素
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　

提
出
を
忘
れ
る
と
、
各
種
控
除
が

受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収

税
額
や
市
・
府
民
税
額
が
多
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
命
保

険
料
控
除
等
の
控
除
の
適
用
を
受
け

る
場
合
や
公
的
年
金
以
外
の
収
入
が

あ
る
場
合
な
ど
は
、
別
途
申
告
が
必

要
で
す
。 

【
扶
養
親
族
等
申
告
書
で
申
告
で
き

る
所
得
控
除
等
】
配
偶
者
、
扶
養
、

障
害
者
、
寡
婦
（
特
別
寡
婦
）、
寡

夫
の
各
控
除
、
お
よ
び
年
少
扶
養
親

族
控
除

【
問
合
せ
】
税
務
課

（
☎
483
・
９
０
３
１
）

市
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を

　

市
・
府
民
税
（
第
３
期
分
）
の
納

期
限
は
12
月
1
日
㈪
で
す
。
お
近
く

の
金
融
機
関
、
郵
便
局
か
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
お
納
め
く
だ
さ

い
。
市
税
の
納
税
に
は
、
便
利
で
確

実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

【
問
合
せ
】
税
務
課

（
☎
483
・
９
０
３
３
）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

個
人
事
業
税
の

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を 

　

個
人
事
業
税
の
第
２
期
分
の
納
期

限
は
12
月
1
日
㈪
で
す
。
８
月
に
送

付
し
ま
し
た
第
２
期
分
の
納
付
書
で

お
納
め
く
だ
さ
い
。
バ
ー
コ
ー
ド
の

印
刷
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
納
付
に
は
、
便
利

で
安
心
・
安
全
な
口
座
振
替
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
納
付
書

が
見
当
た
ら
な
い
場
合
は
、
泉
南
府

税
事
務
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
間
の
税
額
が
１
万
円
以
下

の
場
合
は
、
第
２
期
分
の
納
付
書
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

【
問
合
せ
】
泉
南
府
税
事
務
所　
　

　
　
　
　
　
　
（
☎
439
・
３
６
０
１
）

標
準
営
業
約
款
制
度

「
Ｓ
マ
ー
ク
」
を
ご
存
じ
で
す
か

　  

標
準
営
業
約
款
制
度
は
法
律
で
定

め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）
擁
護

に
資
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に
従

っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
理

容
店
、
美
容
店
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、

め
ん
類
飲
食
店
、
一
般
飲
食
店
で
は

店
頭
に
「
Ｓ
マ

ー
ク
」
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
登

録
店
は
、安
心
・

安
全
・
清
潔
を

約
束
す
る
信
頼

で
き
る
お
店
で
す
。

【
問
合
せ
】（
公
財
）
大
阪
府
生
活
衛

生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

（
☎
06
・
６
９
４
３
・
５
６
０
３
）

「
大
阪
産
（
も
ん
）
直
売
所
め
ぐ
り
」

開
催
中
！

　

毎
年
11
月
は
「
大
阪
産
（
も
ん
）

地
産
地
消
推
進
月
間
」
で
す
。
期
間

中
、
泉
州
管
内
の
３
つ
直
売
所
で
、

お
買
い
物
1
0
0
0
円
に
つ
き
1

つ
進
呈
さ
れ
る
ス
タ
ン
プ
を
5
つ
集

め
て
応
募
す
る
と
、
ハ
ー
ベ
ス
ト
の

丘
ペ
ア
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
や
直
売
所

レ
ス
ト
ラ
ン
の
ペ
ア
食
事
券
、
野
菜

の
詰
め
合
わ
せ
や
大
阪
産
の
玄
米
が

当
た
り
ま
す
。
ま
た
、
３
つ
の
直
売

所
全
て
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
ご
応

募
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選

で
、
各
直
売
所
で
使
え
る
お
買
い
物

券
（
計
1
5
0
0
円
分
）
が
当
た

り
ま
す
。

【
と
き
】
12
月
7
日
㈰
ま
で

【
と
こ
ろ
】
①
ハ
ー
ベ
ス
ト
の
丘
農

産
物
直
売
所
「
ま
た
き
て
菜
」（
堺

市
南
区
鉢
ヶ
峯
寺
2
0
3
6
・
1
）

②
Ｊ
Ａ
い
ず
み
の
農
産
物
直
売
所

「
愛
彩
ラ
ン
ド
」（
岸
和
田
市
三
ヶ
山

町
280
・
55
）
③
Ｊ
Ａ
大
阪
泉
州
農
産

物
直
売
所
「
こ
ー
た
り
～
な
」（
泉

佐
野
市
松
風
台
3
・
1
・
1
）

【
応
募
方
法
】
直
売
所
等
で
配
布
す

る
応
募
券
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
各
直
売
所
に
設
置
す
る
応
募
箱

へ
。
当
選
者
に
は
1
月
に
通
知
。
応

募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

【
問
合
せ
】　

大
阪
府
泉
州
農
と
緑
の

総
合
事
務
所

　
　

 　
（
☎ 

072
・
439
・
3
6
0
1
）

とき　　予約開始日

11/21 ㈮

12/7 ㈰

受付中

11/4 ㈫

※12/7 ㈰は肺がん検診
も同時実施

※前立腺がん検診 (有料）
肝炎ウイルス検診が同時
実施

午前 9時～ 11 時 30 分

●
税
金

●
商
工
・
労
働

厚生労働大臣認可
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11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す

　

労
働
保
険
と
は
、「
雇
用
保
険
」

と
「
労
災
保
険
」
を
総
称
し
も
の
で

す
。

▽
あ
な
た
の
職
場
は
労
働
保
険
に
加

入
し
て
い
ま
す
か
？

　

思
わ
ぬ
災
害
や
、
予
期
せ
ぬ
失
業

を
心
配
せ
ず
に
働
け
る
の
は
、
事
業

主
が
労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か

ら
で
す
。

▽
従
業
員
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
の
方
は
︑
必
ず
労
働
保
険

に
加
入
し
て
く
だ
さ
い

▽
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
方
で
も
次
の
要

件
を
満
た
す
場
合
は
︑
雇
用
保
険
に

必
ず
加
入
し
て
く
だ
さ
い

①
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時

間
以
上
で
あ
る
こ
と

②
31
日
以
上
引
き
続
い
て
雇
用
さ
れ

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
（
平
成

22
年
4
月
1
日
よ
り
適
用
基
準
が
変

わ
り
ま
し
た
）

【
加
入
手
続
き
の
ご
相
談
】

▼
雇
用
保
険
に
つ
い
て
は

泉
佐
野
公
共
職
業
安
定
所
適
用
係

（
☎
072
・
463
・
0
5
6
5
）

▼
労
災
保
険
に
つ
い
て
は

岸
和
田
労
働
基
準
監
督
署
労
災
課        

              

（
☎
072
・
431
・
3
9
3
9
）

★
問
合
せ　

清
掃
課

（
☎
483
・
５
８
７
５
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

↓
暮
ら
し
・
環
境
↓
ご
み

11
月
3
日
㈷
︑
24
日
㉁
に
伴
う

ご
み
収
集
日
変
更

　

祝
日
の
あ
る
月
は
、
収
集
日
を
振

り
替
え
て
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
で
「
品
目
・

収
集
日
」
を
確
認
し
、
決
め
ら
れ
た

集
積
場
所
に
分
別
し
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。
す
べ
て
の
ご
み
は
、
収

集
日
当
日
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ふ
と
ん
・
草
木
な
ど
は
可

燃
ご
み
と
し
て
、
木
・
金
曜
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
済
み
家
電
は

正
し
く
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う 

　

使
用
済
み
家
電
４
品
目
（
エ
ア
コ

ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）
を
廃
棄
す

る
場
合
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ

り
適
正
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
廃
棄
処

理
は
、
販
売
店
ま
た
は
指
定
取
引
場

所
、
市
の
許
可
業
者
に
依
頼
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

　

最
近
、
使
用
済
み
家
電
や
粗
大
ご

み
を
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
回
収
し
た

り
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
空
き
地
で

回
収
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
違
法

な
不
用
品
回
収
業
者
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
無
許
可
で
営
業

し
て
お
り
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

る
か
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う

な
業
者
を
利
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

ご
み
の
日
メ
ー
ル
を

活
用
し
ま
せ
ん
か 

　

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
、
本
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
登
録
す
れ
ば
、
ご
み
の

種
類
と
収
集
日
を
ご
案
内
す
る
メ
ー

ル
が
、
直
接
あ
な
た
に
届
き
ま
す
。 

【
登
録
内
容
】
▽
登
録
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
▽
パ
ス
ワ
ー
ド
▽
収
集
エ
リ
ア

（
居
住
地
域
）
▽
ご
み
の
種
類
（
複

数
選
択
可
）
▽
お
知
ら
せ
時
間 

【
注
意
】
登
録
は
無
料
で
す
が
、
メ

ー
ル
受
信
に
係
る
通
信
料
は
ご
負
担

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、パ
ソ
コ
ン
、

携
帯
電
話
の
契
約
内
容
等
に
よ
り
一

部
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　相談あんない　　時間は 24時間表記です　

区分 相談名 とき ところ 問合せ
法律

行政

法律相談
（本人に係る相談）

11/6 ㈭、13㈭、 2 7 ㈭　 9時 15 分～ 11 時 55分
申込みは実施日前日に電話で 9時から先着 8名受付

市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）

行政相談 毎月第 3木曜日 14 時～ 16 時 市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）
消費者相談 月～金曜日　13 時～ 16 時 市役所別館２階消費生活センター 産業観光課（☎ 483-8191）
行政書士相談
（相続・遺言・交通事故ほか）

毎月第 2金曜日（祝祭日は第 3金曜日）13 時～ 16 時
要予約。定員 6名。

市役所別館２階産業観光課 行政書士会泉州支部事務局
　　　　　　　　（☎ 464-2793）

労働

就労

ハローワーク情報（週１回更新）月～金曜日　執務時間中 市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）
ハローワーク情報（毎日更新） 月～金曜日　執務時間中 旧鳴滝幼稚園内地域就労支援センター 地域就労支援センター（☎ 485-1401）
労働相談 11/13㈭　13時～16時 市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）
就労支援相談 月～土曜日　9時～ 17 時　　　（土曜日は要予約）30分

月～土曜日　9時～ 17 時　　　（土曜日は要予約）30分

月～土曜日　9時～ 17 時　　　（土曜日は要予約）30分

旧鳴滝幼稚園内地域就労支援センター 地域就労支援センター（☎ 485-1401）
農事相談 毎月第 4金曜日　9時 30 分～ 12 時（要電話予約） 農業委員会事務局 農業委員会事務局（☎ 483-9975）

子育て

教育

母子相談 月～金曜日　9時～ 17 時 市役所 1階生活福祉課 生活福祉課（☎ 483-3474）
子ども相談（家庭児童相談） 月～金曜日　10時～ 16 時（来所の場合は要予約） 市役所 1階保育子育て支援課隣 家庭児童相談室（☎ 485-1586）
教育相談（カウンセリング） 月～金曜日　10時～ 16 時 教育相談室 教育相談室（☎ 483-3755）
進路支援（奨学金等相談） 旧鳴滝幼稚園内人権協会 人権協会（☎ 485-1401）

健康福祉

人権

障害者相談員による相談 月～金曜日（要電話予約） 随時相談の上、決定 障害福祉課（☎ 483-8252）
高齢者・障害者住宅改造相談 毎月第3月曜日 13 時 30 分～ 16 時 30 分 あいぴあ泉南 せんなんピアセンター（☎ 482-0114）
心配ごと相談 毎週木曜日　9時～ 12 時 あいぴあ泉南 社会福祉協議会（☎ 482-1027）
総合生活相談 旧鳴滝幼稚園内人権協会 人権協会（☎ 485-1401）

税金 税の相談 4・6・8・10・12 月の第 3水曜日　13 時～ 16 時 市役所 1階市民相談室 税務課（☎ 483-9031）
夜間納税相談 毎月 10日（土日祝日は翌執務日）

17時 45 分～ 20 時
市役所 1階税務課
市役所 1階保険年金課

税務課（☎ 483-9033）
保険年金課（☎ 483-3432）

●
生
活
・
環
境

ごみの日
  メール

●
商
工
・
労
働
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

市
指
定
ご
み
袋
、
粗
大
ご
み
処
理
券

取
扱
販
売
店
追
加

　  
９
月
１
日
よ
り
次
の
販
売
協
力
店

で
取
扱
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

▼
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
泉
南
新
家
東
店

／
新
家
４
４
７
６
・
２

　
　
　
　
　
　
（
☎
482
・
７
８
１
１
）

　
　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

　

例
年
同
様
、
違
反
転
用
や
耕
作
放

棄
地
の
発
生
の
防
止
、
優
良
農
地
の

確
保
お
よ
び
農
地
の
有
効
利
用
の
た

め
、
11
月
上
旬
～
中
旬
に
農
業
委
員

と
事
務
局
が
農
地
の
利
用
状
況
を
調

査
し
ま
す
。

　

土
地
へ
の
立
ち
入
り
を
行
う
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】　

農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
483
・
9
9
7
5
）

11
月
は
大
阪
府
産
業
廃
棄
物

不
適
正
処
理
防
止
推
進
強
化
月
間 

　

土
地
の
所
有
者
・
管
理
者
が
土
地

の
管
理
を
怠
っ
た
り
、
安
易
に
土
地

を
賃
貸
し
た
り
し
た
結
果
、
廃
棄
物

が
不
法
投
棄
さ
れ
た
り
、
埋
め
立
て

ら
れ
た
り
し
て
、
周
り
の
生
活
環
境

に
大
き
な
支
障
を
及
ぼ
す
事
例
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態

に
な
ら
な
い
よ
う
、
土
地
の
状
況
を

定
期
的
に
監
視
す
る
な
ど
、
土
地
の

管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

土
地
を
賃
貸
す
る
と
き
は
使
用
用
途

を
十
分
確
認
し
、
書
面
で
契
約
を
結

ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】
大
阪
府
泉
州
農
と
緑
の

総
合
事
務
所
環
境
指
導
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
439
・
３
６
０
１
）

樫
井
川
清
掃
活
動

　

ア
ド
プ
ト
リ
バ
ー
奉
仕
活
動
と
し

て
、
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
少
し

で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
清
掃
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
子
孫

の
た
め
に
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

【
と
き
】
11
月
30
日
㈰
午
前
9
時
～

12
時

【
と
こ
ろ
】
樫
井
川
護
岸

【
集
合
場
所
】
意お

が

み
賀
美
神
社
駐
車
場

（
泉
佐
野
市
上
之
郷
45
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
電
話
で
泉
南

中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
☎
483
・

4
6
3
0
）
へ
。
11
月
20
日
㈭
締
切

　

家
庭
系
ご
み
収
集
の
有
料
化
に
伴

う
平
成
25
年
度
の
収
支
概
要
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。 

　
市
指
定
袋
・
粗
大
ご
み
処
理
券
の

販
売
に
よ
る
も
の
で
す
。

〈
有
料
化
実
施
経
費
〉

▽
市
指
定
袋
製
作
費

（
１
8
，
3
４
4
，
3
８
２
円
） 

　

内
訳
は
、
可
燃
ご
み
45
㍑
袋

74
万
4
千
枚
、
30
㍑
袋
68
万
4
千

枚
、 

20
㍑
袋
82
万
8
千
枚
、
10
㍑
袋

40
万
9
千
枚
。 

▽
ご
み
収
集
運
搬
手
数
料
徴
収
委
託

料　
　
（
４
，
9
9
1
，
2
６
０
円
） 

　

市
指
定
袋
・
粗
大
ご
み
処
理
券
販

売
協
力
店
に
支
払
っ
た
ご
み
収
集
運

搬
手
数
料
徴
収
委
託
料
（
販
売
額
の

７
％
）。 

▽
ご
み
の
日
メ
ー
ル
配
信
経
費

（
1
2
6
，
0
0
0
円
） 

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
ご
み
の

収
集
日
を
お
知
ら
せ
す
る
メ
ー
ル

を
、
お
届
け
す
る
シ
ス
テ
ム
に
か
か

っ
た
経
費
。 

▽
郵
便
料　
　
（
７
５
，
4
6
5
円
） 

　

販
売
協
力
店
等
へ
の
納
付
書
送
付

等
郵
便
に
か
か
っ
た
経
費
。  

▽
Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
更
新
費　
　
　
　

（
１
０
，
5
0
0
円
） 

　

市
指
定
袋
・
粗
大
ご
み
処
理
券
の

バ
ー
コ
ー
ド
更
新
に
か
か
っ
た
経
費
。

〈
ご
み
減
量
化
推
進
経
費
〉

▽
生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
金

（
1
5
7
，
０
０
０
円
） 

　

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
器
を
購
入
し

て
い
た
だ
い
た
方
に
補
助
金
を
交
付
。 

▽
有
価
物
集
団
回
収
報
償
金

（
４
，
2
9
7
，
9
０
０
円
） 

　

自
主
的
に
有
価
物
の
集
団
回
収
を

行
う
地
域
住
民
団
体
（
81
団
体
）
に

報
奨
金
を
交
付
。 

▽
人
件
費

（
２
３
，
８
７
2
，
5
0
8
円
） 

　

担
当
職
員
の
人
件
費
（
給
与
・
手

当
・
共
済
費
含
む
）。 

▽
ア
ル
バ
イ
ト
賃
金

（
3
，
0
0
9
，
3
0
0
円
） 

　

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
に
配
置

さ
れ
た
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
の
賃
金
。 

〈
塵じ
ん
か
い芥
処
理
経
費
の
一
部
〉 

　

ご
み
の
収
集
運
搬
に
必
要
な
人
件

費
、
燃
料
費
、
ご
み
収
集
車
両
の
維
持

管
理
に
伴
う
収
集
運
搬
経
費
、
庁
舎

管
理
等
に
伴
う
需
用
費
や
役
務
費
等
。

　
　
（
1

　

88　
　

88888

8
，
８
７
7
，
1
4
5
円
） 

歳　入 歳　出
可燃
可燃
可燃
可燃
不燃
不燃
粗大ごみ処理券

㍑
㍑
㍑
㍑
㍑
㍑

45

45

30
20

20

10

合計 合計

有料化
実施経費

ごみ減量化
推進経費

33,096,960 円
19,799,310 円
13,805,240 円
3,419,200 円
2,067,000 円
215,250 円
1,358,500 円
73,761,460 円

23,547,607 円

31,336,708 円

塵芥処理
経費の一部 18,877,145 円

73,761,460 円

平成 25 年度
家庭系ごみ収集
有料化にかかる
収支報告

　
　
歳
　
入

　
　
歳
　
出

【問合せ】清掃課（☎ 483-5875）

種　類 販売数
  （枚）

単価
（円）

収集運搬
手数料（円）

可燃
可燃
可燃
可燃
不燃
不燃

粗大ごみ処理券

㍑
㍑
㍑
㍑
㍑
㍑

45

45

30
20

20

10

歳　入　合　計

33,096,960
19,799,310
13,805,240

3,419,200
2,067,000

215,250
1,358,500

735,488
659,977
690,262
341,920

4,134
861

2,717

45
30
20
10

500
250
500

73,761,460
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2
0
1
4
市
民
協
働
啓
発
講
座
①

　　

本
市
で
は
、
平
成
24
年
10
月
1
日

に
「
泉
南
市
自
治
基
本
条
例
」
を
制

定
し
、
第
6
条
《
参
画
と
協
働
の
原

則
》
に
は
、「
市
民
及
び
市
は
、
多

様
な
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と

責
務
に
基
づ
い
て
参
画
し
、
協
働
す

る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。」
と
明

記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
自

治
基
本
条
例
の
内
容
や
市
民
協
働
と

は
何
か
な
ど
、
市
民
と
行
政
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

講
師
の
方
と
一
緒
に
考
え
、
楽
し
く

話
し
合
い
ま
す
。
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
と
は
何
か
、
皆
さ
ん
で
語
り

合
い
ま
し
ょ
う
。

【
と
き
】
12
月
5
日
㈮
午
後
1
時
～

5
時

【
と
こ
ろ
】
市
民
体
育
館

【
テ
ー
マ
】「
市
民
と
行
政
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
」

【
講
師
】
浦う

ら
の野
秀し
ゅ
う
い
ち
一
さ
ん
（
㈲
あ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
所
所
長
）

【
定
員
】
40
名

【
参
加
費
】
無
料

【
手
話
通
訳
】
事
前
予
約
が
必
要

【
一
時
保
育
】
1
歳
以
上
小
学
3
年

生
ま
で
の
子
ど
も
6
名
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

【
共
催
】
泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会

【
そ
の
他
】
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
乗
り

合
わ
せ
、
ま
た
は
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

【
申
込
み
・
問
合
せ
】ハ
ガ
キ
か
電
話
、

F
A
X
、E
メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、
手
話
通
訳
お
よ
び
一
時

保
育
の
要
否
、
一
時
保
育
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
子
ど
も
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
性
別
を

〒
5 

9 

0 

・
０
５
9
２
（
住
所

不
要
）
政
策
推
進
課
（
☎ 

483
・

0
0
0
4 

／ 

FAX
　

483
・
0
3
2
5 

／ 

e-m
ail:seisaku@

city.sen
n

an
.

lg.jp

）
へ
。
11
月
19
日
㈬
締
切

花
笑
み
・
せ
ん
な
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
花
結
び
」
市
民
活
動
団
体
の
募
集

　

シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
創
出
事
業
「
花

笑
み
・
せ
ん
な
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
人
が
ほ
ほ
笑
み
、
花
を
語
る
ま

ち
を
目
指
し
て
、
花
と
そ
れ
に
関
わ

る
人
々
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い

く
事
業
で
す
。
市
内
で
花
に
関
わ
る

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
活
動

団
体
を
取
り
上
げ
、
花
笑
み
・
せ
ん

な
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
花
結
び
」
と

称
し
て
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
で
広
く
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。「
地
域
ぐ
る
み
で
花
を

大
切
に
育
ん
で
い
る
、
私
た
ち
の
活

動
を
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
希
望

す
る
市
民
活
動
団
体
が
い
ら
っ
し
ゃ

れ
ば
、
取
材
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

人
が
ほ
ほ
笑
み
、
花
を
語
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
、「
花
結
び
」
で

花
を
通
じ
て
人
と
人
と
を
結
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

【
募
集
】
市
内
で
花
に
関
わ
る
活
動

を
行
っ
て
い
る
市
民
活
動
団
体

【
趣
旨
】
活
動
を
取
材
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
活
動
内
容
に
つ
い
て
広
く
情

報
発
信
を
行
う

【
取
材
内
容
】
①
団
体
名
称
②
活
動

経
歴
③
活
動
場
所
④
活
動
内
容
⑤
こ

れ
か
ら
の
目
標
⑥
理
想
の
ま
ち
等

【
詳
細
サ
イ
ト
】http://w

w
w

.
city.sennan.osaka.jp/seisaku/
hanaem

i/index.htm

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
政
策
推
進
課

                     （
☎
483
・
0
0
0
4
）

★
問
合
せ　

泉
南
警
察
署

（
☎

471 

・
１
２
３
４
）

自
転
車
に
は
必
ず
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う

　

大
切
な
自
転
車
を
盗
ま
れ
な
い
た

め
に
、
次
の
防
犯
対
策
を
積
極
的
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

●
鍵
は
、
２ツ

ー
ロ
ッ
ク
（
チ
ェ
ー
ン
錠

な
ど
の
補
助
錠
）
し
ま
し
ょ
う

●
自
宅
敷
地
内
に
と
め
る
場
合
で

も
、
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う

●
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

●
安
全
・
安
心

　
■関西国際空港のフライトがますます充実！
　航空会社による増便、新規就航により、国際線のフライトがますます充
実し、便利になります。10 月 26 日より、チャイナエアライン (CI) が関
西＝高雄線を週 7 便から週 12 便へ増便、フィリピン航空 (PR) が、12 月
19 日㈮より関西＝セブ線への定期便を就航します。また、12 月 30 日㈫
にベトナムの LCC であるベトジェット航空 (VJ) が、関西空港とベトナム
( ハノイ )、カンボジア ( シェムリアップ ) を結ぶチャーター便を運航します。

■関西国際空港に「KIX ジョギング・ウォーキングコース」誕生！
　1 期空港島エアロプラザ（ホテル日航関西空港前付近）を起終点とした、
2 期空港島の「KIX そらぱーく」を往復する全長約 6km のウォーキングコ
ースを整備しました。人と地球にやさしい環境先進空港をめざす関西国際
空港の広大な空と海、そしてさわやかな潮風を感じて子どもからおとなま
で楽しめるコースになっております。コース途中の親水護岸緑地では、間
近に海面をはねる魚や藻場をご覧いただくことができ、また、環境先進空
港のシンボルタワーとなる小型風力発電が夕暮れ以降のコースを照らす外
灯のエネルギーを創出します

■関西国際空港、大阪国際空港限定スイーツ登場！
   関西国際空港 20 周年、大阪国際空港 75 周年を記念して、9 月 4 日から、
新たなお土産菓子 3 種類を販売開始しました。茶の湯を愛した太閤秀吉、
茶聖、千利休に由来のある大阪で、「大阪みるく金時茶々菓」、神戸の六甲
バター社のチーズを使用した「ベイクドチーズショコラ」、京都の六角堂を
イメージした「ろっかくさん」が、両空港限定で販売されています。
　　　　

●
生
活
・
環
境

関西国際空港情報 No.173
http://www.kansai-airport.or.jp/ 【問合せ】空港案内（☎ 455-2500）

足あ
し



15

お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
ご
協
力
を

　　

指
名
手
配
被
疑
者
を
捕
ま
え
る
た

め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

が
必
要
で
す
。「
犯
人
に
似
た
人
物

を
見
か
け
た
」「
事
件
当
時
、
不
審

な
人
物
や
車
を
見
か
け
た
」
な
ど
、

ど
ん
な
小
さ
な
情
報
で
も
結
構
で
す

の
で
、警
察
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
情
報
が
、
事
件
捜
査
進
展

の
大
き
な
鍵
と
な
り
ま
す
。
犯
罪
捜

査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

11
月
25
日
㈫
～
12
月
1
日
㈪
は

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
再
び

平
穏
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
理
解

と
支
援
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

防
災
訓
練
、
防
災
・
安
全
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
合
同
開
催

　

本
市
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

災
害
に
備
え
、
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
と

の
合
同
に
よ
り
大
規
模
地
震
災
害
を

想
定
し
た
市
民
参
加
型
の
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
本
年

度
も
大
阪
府
主
催
の
第
5
回
防
災
・

安
全
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
合
同
開
催
し
ま
す
。

【
と
き
】
11
月
8
日
㈯
①
午
前
9
時

～
12
時
、
②
午
前
10
時
～
午
後
3
時

【
と
こ
ろ
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
り
ん
く

う
泉
南
・
海
側
平
面
駐
車
場

【
内
容
】
①
泉
南
市
・
イ
オ
ン
グ

ル
ー
プ
合
同
防
災
訓
練
（
雨
天
時

は
、
訓
練
内
容
を
変
更
し
て
実
施
予

定
）
：
イ
オ
ン
モ
ー
ル
を
利
用
し
た

避
難
誘
導
訓
練
、
応
急
手
当
訓
練
、

初
期
消
火
訓
練
、
A
E
D
使
用
訓

練
、
炊
き
出
し
訓
練
（
非
常
食
の
試

食
）
な
ど
（
訓
練
内
容
は
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）
②
防
災
・
安
全

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
キ
ャ
ラ
バ

ン
：
防
災
に
関
す
る
約
40
の
ブ
ー
ス

を
出
展
。「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」や「
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
写
真
撮

影
会
」
等
の
イ
ベ
ン
ト

【
参
加
費
】
無
料

【
問
合
せ
】
①
合
同
防
災
訓
練

（
危
機
管
理
課
☎
479
・
3
6
0
1
）

②
防
災
・
安
全
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・

キ
ャ
ラ
バ
ン

（
大
阪
府
岸
和
田
土
木
事
務
所
地
域

支
援
・
企
画
課
地
域
支
援
・
防
災
グ

ル
ー
プ
☎
439
・
3
6
0
1
）

第
8
回
防
災
フ
ェ
ア

【
と
き
】
11
月
9
日
㈰
午
後
1
時
～

4
時

【
と
こ
ろ
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
り
ん
く

う
泉
南
2
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

【
内
容
】
▽
講
演
「
防
災
と
人
と
の

繋
が
り
・
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
▽
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
▽
防
災

備
蓄
品
、
防
災
啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示

【
講
師
】
遠え
ん
ど
う藤
雅ま
さ
ひ
こ彦
さ
ん
（
一
般
社

団
法
人
・ 

東
日
本
大
震
災
復
興
サ

ポ
ー
ト
協
会
代
表
理
事
）

【
共
催
】
泉
南
市
防
災
技
術
者
の
会

【
問
合
せ
】
危
機
管
理
課

                   

（
☎
479
・
3
6
0
1
）

薬
物
乱
用
は
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　　

麻
薬
、
覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
乱
用

に
よ
り
、
中
枢
神
経
（
脳
）
が
侵
さ

れ
ま
す
。
幻
覚
、
被
害
妄
想
な
ど
の

精
神
障
害
だ
け
で
は
な
く
、
身
体
に

も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
1
回
だ
け
と
思
っ
て
も
、
一
度

使
用
し
て
し
ま
う
と
自
分
の
意
志
で

は
や
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

「
依
存
性
」が
あ
り
ま
す
。最
近
で
は
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
使
用
に
よ
る
交
通

事
故
等
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
生
活
福
祉
課

（
☎
483
・
3
4
7
4
）

救
命
講
習
受
講
生
募
集

【
と
き
】
11
月
16
日
㈰
午
前
9
時
30

分
～
12
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
泉
州
南
消
防
組
合
泉
南

消
防
署
2
階

【
内
容
】
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
A
E
D
）
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法

（
C
P
R
）

【
定
員
】
15
名
（
申
込
順
）

【
そ
の
他
】
災
害
発
生
等
に
よ
り
、

急
遽
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
電
話
で
泉
南
消

防
署
救
急
係
（
☎
485
・
0
1
1
9
）
へ
。

11
月
4
日
㈫
午
前
10
時
か
ら
受
付

　  今年も 119 番の日である 11 月 9 日㈰～ 15 日㈯までの一

週間、全国一斉に秋の火災予防運動が実施されます。この運動

は空気が乾燥し、ストーブなどの火気を使用する機会が増え、

火災の発生率が高くなるこの時季にあわせ、一人でも多くの方々

に火災の怖さといのちを守るための火災予防や、正しい 119 番

通報を理解していただけるよう実施するものです。消防本部で

は期間中、事業所への立ち入り検査や防火広報を行い、火災予

防を広めてまいりますので、皆さまも、安全で火災のない街づ

くりにご協力をお願いします。

【3 つの習慣】

◯寝たばこは、絶対やめましょう。

◯ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用しましょう。

◯ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消しましょう。

【4 つの対策】

◯逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置しましょう。

◯寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品

を使用しましょう。

◯火災を小さいうちに消すために住宅用消火器を設置しましょう。

◯お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体

制をつくりましょう。

【問合せ】 泉州南広域消防本部予防課

（☎ 469-0119 ／ FAX460-2119）　　　

『もういいかい　
　 火を消すまでは　
　  　　まあだだよ』

（全国統一防火標語）
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★
樽
井
公
民
館
（
☎
483
・
４
３
６
１
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→
文
化

今
月
の
ご
案
内
（
12
月
6
日
ま
で
）

【
全
日
休
館
日
】
毎
週
火
曜
日
、
11

月
3
日
㈷
、
23
日
㈷
、
24
日
㉁
、

【
半
日
休
館
日
】
11
月
10
日
㈪
、
17

日
㈪
、
12
月
1
日
㈪

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５

時
30
分
（
た
だ
し
、
樽
井
公
民
館
以

外
の
公
民
館
は
午
後
４
時
ま
で
、
半

日
休
館
日
は
正
午
ま
で
）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

★
市
民
体
育
館
（
☎
482
・
１
０
０
０
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→
ス

ポ
ー
ツ

今
月
の
ご
案
内
（
12
月
6
日
ま
で
）

　

市
民
体
育
館
耐
震
工
事
の
た
め
、

平
成
27
年
3
月
31
日
㈫
ま
で
の
期
間

は
、
第
二
競
技
場
お
よ
び
和
室
の
み

利
用
可
能
で
す
。
体
育
館
を
ご
利
用

の
際
は
、
上
ぐ
つ
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

【
全
日
休
館
日
】
11
月
11
日
㈫
、
18

日
㈫
、
25
日
㈫
、
12
月
2
日
㈫

【
半
日
休
館
日
】
11
月
10
日
㈪
、
17

日
㈪
、
12
月
1
日
㈪

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
半
日
休
館
日
は
正
午
ま
で
）

    

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
市
立
図
書
館
（
☎
482
・
7
7
6
6
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→
文
化

→
図
書
館

今
月
の
ご
案
内
（
12
月
6
日
ま
で
）

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日
、
11
月
4

日
㈫
、
23
日
㈷

【
開
館
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
５

時
15
分

図
書
館
新
刊
紹
介

　

図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
、
約

３
か
月
分
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
詳
細
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
→
資
料
を

さ
が
す
（
新
着
案
内
）
→
新
し
く
入

っ
た
本

●
「
大お

と
な人
で
も
答こ
た

え
ら
れ
な
い
!

宇う
ち
ゅ
う宙
の
し
つ
も
ん 

」（
荒あ
ら
ふ
ね舩
良よ
し
た
か孝
著
、

す
ば
る
舎
）　

　

誰
に
も
聞
け
な
い
、
で
も
知
り
た

い
宇
宙
の
謎
を
授
業
形
式
で
分
か
り

や
す
く
説
明
。

●
「
ど
ん
ぐ
り
の
呼よ

び
名な

事じ
て
ん典
」

（
宮み
や
く
に國
晋し
ん
い
ち一
写
真
・
文
、世
界
文
化
社
）

　

世
界
の
ど
ん
ぐ
り
の
分
布
や
長

さ
、
名
前
の
由
来
な
ど
を
教
え
て
く

れ
る
１
冊
。

●
「
本ほ

ん
も
の物
に
は
愛あ
い
が
」（
黒
く
ろ
や
な
ぎ柳
徹て
つ
こ子

著
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）　

　

テ
レ
ビ
女
優
第
1
号
の
著
者
が

「
100
年
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
自
身
を

語
る
。

●
〈
絵
本
〉「
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の

つ
ば
さ
屋や

さ
ん
・
朗
読
C
D
付
」

（
上う
え
の
や
ま

之
山
幸さ
ち
よ代
作
・
絵
、ア
ト
リ
エ
・
幸
）

　

市
内
在
住
の
著
者
に
よ
る
、
夢
に

向
か
っ
て
歩
む
力
が
湧
い
て
く
る
新

作
絵
本
。
英
訳
ペ
ー
ジ
付
。

自
動
車
図
書
館
か
し
の
き
号

　　

か
し
の
き
号
は
、
左
記
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
月
２
回
ず
つ
巡
回
し
ま
す
。

　

な
お
、
気
象
条
件
等
に
よ
り
巡
回

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
11
月
5
日
㈬
、
19
日
㈬
、
12
月
3

日
㈬
、
17
日
㈬
午
後
1
時
45
分
～
2

時
30
分
に
東
小
学
校
へ
試
行
巡
回
を

行
い
ま
す　

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル　

　
　
　
　
　
　
（
☎
484
・
２
６
２
７
）

11
月
の
ご
案
内

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
者
講
習
会

（
無
料
）
を
毎
日
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
前
予
約
受
付
中
で
す
。

【
11
月
の
休
館
日
】
毎
週
月
・
火
曜
日

【
利
用
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
５

時
30
分
（
受
付
は
午
後
５
時
ま
で
）

【
利
用
料
金
】（
２
時
間
利
用
の
場
合
）

大
人
500
円
、
高
校
生
300
円
、
中
学
生

～
小
学
４
年
生
200
円
、
高
齢
者
（
65

歳
以
上
）
250
円
、
小
学
３
年
生
以
下

無
料
（
た
だ
し
、
水
着
着
用
の
保

護
者
ま
た
は
20
歳

以
上
の
成
人
の
同

伴
が
必
要
で
、
１

名
に
つ
き
小
学
３

年
生
以
下
の
児
童

２
名
ま
で
。
な
お
、

オ
ム
ツ
の
外
れ
て

い
な
い
方
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
）

【
注
意
】
工
事
等
の
都
合
に
よ
り
臨

時
休
館
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

【
詳
細
サ
イ
ト
】http://w

w
w

.
sennanseisou.jp/pool/index.
htm

l

楠台１号公園
あおぞら幼稚園

鳴滝小学校
鳴滝第2保育所

ファミール南大阪

浜老人集会場

青少年センター

一丘団地

八幡山自治会館

関空マーブルコースト
西信達公民館

15:00～
15:45

14:30～
15:00

14:40～
15:20

13:20～
14:10

15:10～
16:10

15:40～
16:30

水
木
木
木
金
金

14:00～
14:30

14:00～
14:45

13:40～
14:10

15:00～
16:00

15:00～
15:45

14:30～
15:00
15:20～
16:00

水
水
木
木
金
金
金

2月

12月 12月

1月2月

砂川老人集会場

ルナりんくう

ステーション名
巡回日 巡回日曜日と

時間
曜日と
時間ステーション名

休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休
休 休

休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休

1月

3
4
4
4
5
5

17
18
18
18
19
19

11月

5
6
6
6
7
7

19
20
20
20
21
21

10
10
11
11
12
12
12

24
24
25
25
26
26
26

11月

12
12
13
13
14
14
14

26
26
27
27
28
28
28

●
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　第 22 回泉州国際市民マラソンのプレイベントを開催しま

す。元セレッソ大阪の森
もりしま

島選手も参加し

ます。優先出場権が当たる大抽選会など

も行います。

【とき】12 月 13 日㈯

【ところ】浜寺公園内

【部門】リレーマラソン（浜寺公園約 2.1 ㌔コース 10 周、

1 チーム 4 ～ 10 名）①一般の部②中学生の部③小学生の部

④小・中学生混合の部

【参加費】1 人 2,500 円（小学生以下は 1,000 円）

【定員】100 チーム（先着順）参加者には大会前にご案内を郵送

【その他】年齢・性別不問（走路の安全上、車いすでの参加は不可）

【申込み・問合せ】報知新聞大阪本社・事業部「泉州リレーマ

ラソン事務局」（☎ 06-7732-2016 ／ FAX06-6364-1795

平日午前 10 時～午後 6 時）11 月 28 日㈮締切

【問合せ】政策推進課（☎ 483-0004）

か
し
の
き
号
巡
回
予
定
表

「第３回泉州リレーマラソン」参加者募集
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

大
阪
府
立
環
境
農
林
水
産
総
合
研
究

所
農
業
大
学
校
学
生
募
集 

【
募
集
期
間
】
12
月
1
日
㈪
～
12
日
㈮ 

【
試
験
日
】
12
月
16
日
㈫ 

【
受
験
資
格
】
高
等
学
校
卒
業
も
し
く

は
同
等
の
学
力
の
あ
る
方
（
年
齢
制

限
な
し
）
で
卒
業
後
、
大
阪
府
内
で

農
業
関
係
に
従
事
す
る
志
の
あ
る
方 

【
問
合
せ
】
農
業
大
学
校

　
　
　
　
（
☎
072
・
979
・
７
０
３
２
）

自
衛
官
補
募
集

●
高
等
工
科
学
校
生
徒

【
内
容
】
修
学
年
限
3
年
。
卒
業
後

は
陸
士
長
。
国
家
公
務
員
の
身
分
と

待
遇
。
ボ
ー
ナ
ス
2
回
。
週
休
2
日

制
、
祝
日
、
年
末
年
始
休
暇
等
。「
学

び
」
が
仕
事
。
中
堅
技
術
者
養
成
、

将
来
の
幹
部
自
衛
官
へ

【
応
募
資
格
】
日
本
国
籍
を
有
す
る

中
卒
（
見
込
含
）
以
上
17
歳
未
満
の

男
子
の
方

【
受
付
期
間
】
▽
推
薦
／
11
月
1
日

㈯
～
12
月
5
日
㈮
▽
一
般
／
11
月
1

日
㈯
～
平
成
27
年
1
月
9
日
㈮  

【
問
合
せ
】
自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力

本
部
岸
和
田
地
域
事
務
所

（
☎
072
・
426
・
０
９
０
２
）

●
募
集

予算
　一般会計予算現額 221 億 644 万円の内、歳入予算の収入済額は 88 億 5,540 万円です。

また、歳出予算の支出済額は 56 億 4,742 万円となっています。（平成 26 年 8 月末現在）

平成 26年度予算執行状況報告

0 200000 400000 600000 800000 1000000

その他

消防費

衛生費

教育費

総務費

公債費

土木費

民生費

103億7,387万円

30億5,677万円

20億7,346万円

16億5,900万円

8億2,978万円

6億5,891万円 （　　）内は、支出済額

  （30億8,659万円）

                    （0万円）

（6億9,304万円）
20億   912万円

（6億3,125万円）

（4億6,748万円）
14億4,553万円

（1億4,807万円）

（4億2,411万円）

（1億9,688万円）

●歳入予算額と収入済額の項目別内訳 ●歳出予算額と支出済額の項目別内訳

総務債
　73億1,881万円

その他
121億9,779万円

15億5,083万円　教育債

土木債
59億7,009万円

農林水産債   3億6,212万円 9億1,205万円衛生債
民生債   3億1,922万円
消防債   3億516万円

 1,872万円災害復旧債

収入済額
支出済額
収入済額
支出済額
収入済額
支出済額
収入済額
支出済額

19億5,315万円
36億6,951万円

1億9,020万円
1億1,092万円

                 0万円

  5万円
1万円

14億5,901万円
14億3,367万円

国民健康保険事業特別会計

汚水処理施設管理特別会計

介護保険事業特別会計

収入済額
支出済額
収入済額
支出済額

1億4,372万円

                 0万円

1億5,339万円後期高齢者医療事業特別会計

公共用地取得事業特別会計

下水道事業特別会計

主な特別会計 収入済額と支出済額
●市債現在高のグラフ（市債総額　289 億 5,479 万円） ●主な特別会計（収入済額と支出済額）

市
有
財
産

基　

金

公有財産
1,070,264.40 ㎡

土　地
889,241.94 ㎡

建　物
181,022.46 ㎡

①土地開発基金　    　　 4 億 8,451 万円
②教育振興育英奨学基金　      1,122 万円
③公債費管理基金        　14 億 2,963 万円
④公共施設整備基金   　 11 億 8,950 万円
⑤高額療養費貸付基金　              300 万円
⑥緑化基金　                        2 億 9,048 万円
⑦ふるさと創生事業推進基金　1 億 187 万円

⑧地域福祉基金　               3 億 4,716 万円
⑨汚水処理施設管理基金　      2,770 万円
⑩医療施設整備基金　               1,122 万円
⑪介護保険給付費準備基金   2 億 4,424 万円
⑫農用地整備基金　                   2,301 万円
⑬ふるさと泉南水なす基金      1,165 万円

基金合計額　41億 7,519 万円

0 200000 400000 600000 800000 1000000

（　　）内は、収入済額

23億3,475万円

21億5,690万円

88億6,188万円

15億9,649万円

10億4,991万円

12億4,666万円

41億6,155万円
（15億6,554万円）

（49億9,671万円）

（0万円）

（1億7,483万円）

（1億8,298万円）

 （0万円）

（11億8,059万円）

6億9,830万円

（7億5,475万円）

市　税

繰入金

市　債

国庫支出金

地方交付税

府支出金

その他

地方消費税
交　付　金
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毎週木曜日（祝日・第 5 木曜日を除く）
10:00～12:00、13:00～15:00

旧鳴滝幼稚園（人権推進課内相談室）

旧鳴滝幼稚園（人権協会内相談室）

樽井公民館

専用電話（☎482-0590）

市役所本庁 1 階市民相談室    人権擁護委員による人権相談

女性相談（面接）
事前予約が必要です

女性のための電話相談

特設人権相談

人権に関する相談

 毎月第3金曜日　14:00～16:00
 ①毎月第 1 金曜日　13:00～16:00
 ②毎月第 2 水曜日　18:00～21:00
 ③毎月第 4 金曜日　10:00～13:00

相談名 とき ところ 問合せ

人権推進課

　人権協会
（☎485-1401）

祝日を除く毎週月曜日～土曜日
 （土曜日は要予約）　9:00～17:30
11 月 14 日㈮ 14:00 ～ 16:00  

全国一斉「女性の人権ホットライ
ン」強化週間 

【電話番号】0570- 0
ゼロナナゼロ

70-
の

8
ハートライン

10（相
談は無料。秘密は厳守されます ）

【実施期間】11 月 17 日㈪～ 23
日㈷ 

【受付時間】午前 8 時 30 分～午
後 7 時（11 月 22 日 ㈯、23 日
㈷は午前 10 時～午後 5 時） 

【相談内容】夫・パートナーから
の暴力、職場等におけるセクシュ
アルハラスメント、ストーカー行
為など女性をめぐるさまざまな人
権問題 

【担当者】法務局職員および人権
擁護委員

【問合せ】大阪法務局人権擁護部
第三課（☎ 06-6942-9496 担当
瓜
うりもと

本・有
ありむら

村）

「女性に対する暴力をなくす運動」 
　毎年、11 月 12 日㈬～ 25 日
㈫は、「女性に対する暴力をなく
す運動」が実施されています。（11
月 25 日は「女性に対する暴力撤
廃国際日」です） 夫・パートナー
からの暴力、性犯罪、売買春、セ
クシュアルハラスメント、ストー
カー行為等、女性に対する暴力は、
女性の人権を著しく侵害するもの
で あ り、 決 し て
許されるもので
はありません。
 【問合せ】
人権推進課 

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

【
と
き
】
12
月
7
日
㈰
開
場
午
後

1
時
、
開
演
1
時
30
分
～
4
時

【
と
こ
ろ
】
文
化
ホ
ー
ル

【
内
容
】
映
画
「
あ
る
精
肉
店
の

は
な
し
」
の
上
映
、
纐は

な
ぶ
さ纈
あ
や

さ
ん
（
監
督
）
と
北き
た
で出
昭あ
き
らさ
ん

（
出
演
者
）
の
お
は
な
し

【
定
員
】
500
名
（
先
着
順
）

【
一
時
保
育
】
１
歳
以
上
の
子

ど
も
、
定
員
12
名
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

【
そ
の
他
】
字
幕
、
手
話
通
訳
、

副
音
声
あ
り

【
参
加
費
・
申
込
み
】
不
要
。

た
だ
し
一
時
保
育
が
必
要
な
方

は
、
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
E
メ
ー

ル
で
人
権
推
進
課
へ
。
11
月
27

日
㈭
締
切

【
問
合
せ
】
人
権
推
進
課

　

人
権
は
わ
た
し
た
ち
に
と

っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
大

切
な
も
の
で
あ
り
、
決
し
て

人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
牛
の
い
の
ち
と

全
身
全
霊
で
向
き
合
う
家
族

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
あ
る
精
肉
店
の
は
な
し
」

を
上
映
し
ま
す
。
貝
塚
市
で

精
肉
店
を
営
ん
で
い
る
一
家

の
「
生
」
の
本
質
を
見
続
け

て
き
た
記
録
で
す
。
い
の
ち

を
食
べ
て
、
い
の
ち
は
生
き

る
。
当
日
は
、
監
督
と
出
演

者
の
方
に
も
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
人
が
人
と
し

て
認
め
ら
れ
、
だ
れ
も
が
幸

せ
に
な
る
た
め
に
、
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

2014 人権週間「市民の集い」

映画「ある精肉店のはなし」 
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第　

回
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
表
彰
式
＆
車
い
す
ダ
ン
ス

【
と
き
】
12
月
6
日
㈯
午
後
２
時
30

分
か
ら

【
と
こ
ろ
】
大
阪
市
立
阿
倍
野
区
民

セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
（
大
阪
市
阿
倍

野
区
阿
倍
野
筋
４
・
１
９
・
１
１
８
）

【
内
容
】
①
作
文
表
彰
式
、
表
彰
状

の
授
与
、
最
優
秀
作
文
の
朗
読
な
ど

②
車
い
す
ダ
ン
ス　
「
ジ
ェ
ネ
シ
ス

オ
ブ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
」
に
よ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
講
演
、
車
い

す
ダ
ン
ス
体
験
な
ど

【
定
員
】
約
300
名
（
申
込
順
）

【
入
場
料
】
無
料

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
大
阪
法
務

局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
人
権
擁
護

部
か
ら
の
お
知
ら
せ
」（http://

houm
ukyoku.m

oj.go.jp/osaka/
fram

e.htm
l

）
か
、
電
話
で
大
阪

法
務
局
人
権
擁
護
部
第
三
課
（
☎

０
６
・
６
９
４
２
・
９
４
９
２
担
当

瓜う
り
も
と本
・
松ま
つ
も
と本
）
へ
。
定
員
に
達
し
次

第
締
切　

シリーズ　人権

Series-Human Rights

人権推進課
TEL:072-480-2855
FAX:072-482-0075
e-mail:jinken@city.sennan.lg.jp

①人権週間のぼりの掲示
【とき】11 月 21日㈮～ 12月 10日㈬
【ところ】市役所本庁壁面周辺

④人権週間イオンコンサート
【とき】12 月 6日㈯午後 2時～ 3時　
【ところ】イオンモールりんくう泉南
イオンホール
【内容】パッサカリアによる
マンドリンコンサート

⑤特設人権相談
【とき】12 月 1日㈪、2日㈫午後 2時～ 4時
【ところ】市役所 1階市民相談室
【内容】人権擁護委員が相談に応じます　
【その他】相談は無料。秘密は厳守されます

⑥泉南市人権協会・泉南市人権擁護委員
合同出張相談
【とき】①12月 6日㈯午前 10時～ 12時
②12月 12日㈮午後 2時～ 4時
【ところ】①イオンモールりんくう泉南
イオンホール②砂川老人集会場会議室
【相談内容】▽就労支援：障がい者、母子家庭の母親、
中高年齢者や若年者の就労困難な方
▽進路支援：経済的理由等により就学が困難な方
▽人権相談：人権侵害を受けた方
▽総合生活相談：生活上のさまざまな困難を抱えた方
【その他】相談は無料。秘密は厳守されます
【問合せ】泉南市人権協会（☎485-1401）、人権推進課　

②人権週間街頭啓発
【とき】①11月 25日㈫午後 4時～
②11月 28日㈮午前 7時～
【ところ】①イオンモールりんくう泉南
②市内 4駅

③人権作品展
【とき】12 月 3日㈬～ 7日㈰午前 10時～午後 8時　
【ところ】イオンモールりんくう泉南イオンホール
【内容】市内保育所・幼稚園・小中学校の子どもたち、
識字教室の皆さんの作品、市民公募による写真・標語

イベントスケジュール

【とき】11 月 21日㈮～ 12月 10日㈬
【ところ】

③人権作品展
【とき】

イベントスケジュールイベントスケジュール

人権週間
①～⑤の問合せは人権推進課

人権週間

62
第
４
回
人
権
啓
発
講
座

【
と
き
】
12
月
４
日
㈭
午
後
２
時
～

３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
市
民
体
育
館
第
２
競
技

場【内
容
】「
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る

生
き
方
～
み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
い

い
～
」

【
講
師
】
堀ほ

り
か
わ川
歩あ
ゆ
むさ
ん

（Life Point(s)

共
同
代
表
）

【
定
員
】
50
名

【
一
時
保
育
】
１
歳
以
上
就
学
前
の

子
ど
も
、
定
員
９
名
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

【
手
話
通
訳
】
事
前
予
約
が
必
要

【
参
加
費
・
申
込
み
】
不
要
。
た
だ

し
手
話
通
訳
、
一
時
保
育
が
必
要
な

方
は
、
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
E
メ
ー
ル

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
一
時

保
育
・
手
話
通
訳
の
要
否
を
泉
南

市
人
権
協
会
（
☎
485
・
１
４
０
１

／
FAX
　

485
・
１
４
０
５
／e-m

ail

：

h
ra2

0
0

2
@

globe.ocn
.n

e.jp

）

へ
。

11
月
25
日
㈫
締
切

【
問
合
せ
】

泉
南
市
人
権
協
会
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★保育子育て支援課（☎ 483-3471）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て

保育所名 開放日 開放時間

 たるい保育園   
 ☎ 482-0074 11/4 ㈫、12/2 ㈫

10：00 ～ 11：30
 信達保育所　   
 ☎ 483-4642 11/4 ㈫、12/9 ㈫

 浜保育所　　   
 ☎ 484-2660 11/18 ㈫、12/16 ㈫

 ココアンジュ新家　
 ☎ 484-0190

11/6 ㈭、11/20 ㈭
12/4 ㈭、12/18 ㈭  13：30 ～ 15：00

保育所の所庭開放
　今月は鳴滝第 1 保育所 （☎ 483-4041）、鳴滝第 2 保育所

（ ☎ 482-5660）の所庭開放はありません。

★ファミリー・サポート・センター（☎ 483-9665）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て

ファミサポ会員募集中 !
【利用会員】3 か月からおお

むね 12 歳までの子どものい

る方

【協力会員】子どもが好きで、

自宅で子どもを預かることが

できる方。子どもの保育施設

などへの送迎ができる方。研

修の受講が必要です。都合に

合わせて活動できます

【両方会員】利用会員と協力

会員を兼ねることができます

【利用料】700 円～（１時間）

【保険】ファミリー・サポート・

センター補償保険に加入、保

険料は泉南市が負担します

【申込み・問合せ】ファミリー・

サポート・センターへ

市役所にて出張登録・説明を
行います
　保育所の入所受付期間に合

わせて、説明・相談・登録受

付を行います（申込み不要）。

協力会員宅での一時預かり、

保育所・幼稚園・学童保育へ

の送迎、その前後の預かりな

どの援助活動（利用料金１

時間 700 円～）があります。

登録料・年会費は無料。

【とき】11 月 17 日㈪午前 9

時～午後 1 時、25 日㈫午前

9 時～午後 5 時、12 月 1 日

㈪午前 9 時～午後 1 時

【ところ】市役所本庁市民相

談室

Cafe  shindachi
【とき】11 月 4 日㈫午前 10

時～ 12 時ごろ　　

【対象】0 歳児～就学前の子

どもとその保護者

【内容】 0 歳児～就学前の遊

びルームを開放。手作りおや

つの試食（おやつの提供は

10 食）

【参加費・申込み】不要

平成 26 年度泉南市子どもを守る地域ネットワーク

市民啓発シンポジウム 「いのちの授業」

　「結婚」のイメージは？　パートナーとのけんかの原因

の 1 位は？講師の先生の実体験と科学的根拠に基づいた

お話です。

【とき】11 月 15 日㈯開場午後 1 時、開演午後 1 時 30 分

【ところ】あいぴあ泉南大会議室

【講師】辻
つじ

ゆきこさん（大阪子ども家庭サポーター）

【その他】一時保育はありません

【申込み・問合せ】電話で家庭児童相談室へ（☎ 485-1586）

★プチひまわり 3ｒｄ『信達保育所』（☎ 483-4642）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て

第17回冬休みチビッ子スキー教室
【とき】12 月 25 日㈭～ 28 日㈰

【ところ】長野県飯山市斑尾高原スキー場 

【行程】25 日 ( 午後 6 時 30 分発）～ 26 日（午前 2 時

ごろ着、即宿舎にて就寝） ～ 26 日・27 日（終日講習）

～ 28 日（午前中講習、午後 2 時現地発、午後 11 時帰

着予定） 

【対象】小学校 4 ～ 6 年生（中学生も参加可能、講習を

受けていただきます）、親子・高校生（教室経験者）・お

とな（フリー）の参加可能

【定員】40 名（先着順。スノーボード 10 名、30 名に

満たない場合は、中止する場合があります） 

【参加費】38,000 円（中学生以上 41,000 円） ▽傷害

保険、往復バス運賃、2.5 泊 8 食を含む。▽スキー・

ボード・ウエアのレンタル料（各 3,500 円予定）▽リ

フト代（小学生 3,000 円、中学生以上はシニア料金）、

28 日の夕食は含まれません

【事前説明会】12 月 6 日㈯（樽井公民館にて。申込時

に確認してください） 保険証（写し）、参加費、レンタ

ル代等のお支払いをお願いします 

【主催】 泉南市レクリエーションスキースノーボード連盟 

【詳細サイト】「泉南市スキー連盟」で検索

【その他】出発から帰着までの事故は保険の範囲内で措置

させていただきますので、 了承の上お申込みください

【申込み・問合せ】連盟事務局 中
なかがわ

川

（☎ 090-3923-1201）



21

子育て情報局

Child Information
                      

                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/　　　　　　　　　　                         　                                         せんなん子育てねっと　http://www.city.sennan.osaka.jp/kosodate/

出前保育
【とき】11 月 5 日㈬午前 10

時～ 11 時 30 分（雨天中止）

【ところ】一岡神社

【対象】就学前の子どもとそ

の保護者

【内容】歌、ふれあい遊び、

ペープサート、親子の遊びな

ど（赤ちゃんコーナーもあり

ます）

【その他】▽ごみ、紙おむつ

はお持ち帰りください▽動き

やすい服装で参加▽お茶以外

の飲食は不可▽お茶、着替え、

敷物は各自持参

子どもの成長・健康・食生活
について語る「わんぱく教室」

【とき】①わんわんコース 11

月 18 日㈫、②ぱくぱくコー

ス 11 月 19 日㈬（どちらも

毎月 1 回）午前 10 時～ 11

時 30 分

【ところ】『ひだまり』

【対象】市内在住の子どもと

その保護者①平成 24 年 4 月

2 日 ～ 9 月 30 日 生 ま れ ②

平成 24 年 10 月 1 日～平成

25 年 4 月 1 日生まれ

【内容】手遊び、ふれあい遊び、

親子の遊び、季節の遊び、身

体測定、保護者交流など

【その他】きょうだいを連れて

の参加はできません

【申込み】

電話で『ひ

だまり』へ

ひだまりルーム
【 と き 】11 月 10 日 ㈪、13

日 ㈭、17 日 ㈪、20 日 ㈭、

27 日㈭午前 9 時 30 分～午

後 3 時

【ところ】『ひだまり』

【対象】就学前の子どもとそ

の保護者

【内容】手遊び、ふれあい遊び、

親子の遊び、絵本、保護者交

流など

【その他】▽都合のよい時間

に参加可▽お弁当持ち込みの

場合、食事時間は午前 11 時

45 分～ 12 時 30 分▽お茶・

お弁当以外の飲食は不可▽午

後からの参加は 12 時 30 分

以降にお越し

ください

【申込み】

不要

のびっ子教室（2 歳児向け）
【とき】平成27年1月9日㈮、

16 日㈮、23 日㈮、30 日㈮、

2 月 6 日㈮、13 日㈮（全 6 回）

午前 9 時 45 分～ 11 時 30 分

【ところ】『ひだまり』

【対象】平成 23 年 4 月 2 日

～平成 24 年 4 月 1 日生まれ

【内容】ふれあい遊び、リト

ミック、楽器遊び、ごっこ遊

び、新聞で遊ぼう、保護者交

流、お楽しみ会など　

【定員】15 組程度（多数の

場合は抽選）

【参加費】300 円（おやつ代、

遊びの材料費等）

【その他】きょうだい保育は

お問合せください

【申込み】電話で「ひだまり」

へ。12 月 5 日㈮締切

★子育て支援センター『ひだまり』（☎ 484-3371）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て

【とき】下表のとおり

【ところ】『ひだまり』

【対象】市内在住の子どもとその保護者①平成 25 年 4

月 2 日以降生まれ（いちごぐみは、よちよち歩く子・

プチいちごぐみは、ねんねからハイハイの子）②平成

24 年 4 月 2 日～平成 25 年 4 月 1 日生まれ③平成 23

年 4 月 2 日～平成 24 年 4 月 1 日生まれ、平成 22 年

4 月 2 日～平成 23 年 4 月 1 日生まれ

【内容】歳児に合った親子の遊び、保護者交流、手遊び、

ふれあい遊び、絵本など

【その他】▽都合の良い時間に参加可（めろんぐみの午

前は10時30分までに、午後は2時までに来てください）

▽上の子どもを連れての参加はできません（下の子ども

は可能、一時保育なし）▽お茶、着替えは各自持参

【申込み】不要

歳児別ひだまりルーム

「すまいるママ」で保育ボランティア
（有償）してみませんか？

　「すまいるママ」は主に公民館や本市主催講座の一

時保育を行う有償ボランティアです。

【とき・ところ・内容】下表の通り

【対象】女性（現在ママの方はもちろん、これからマ

マになる方、ママでない方も歓迎）で説明会と養成講

座に参加できる方

【一時保育】あります

【申込み】ハガキか FAX、E メールのいずれかで、住所、

氏名（ふりがな）、年齢、 電話番号、一時保育を希望

する子どもの月齢と人数を明記の上、 〒 590-0521

泉南市樽井 6-11-16 樽井公民館「すまいるママ説明

会 」 係 （ FAX483-4380 ／ e-mail：tarui-k@city.

sennan.lg.jp）へ。11 月 20 日㈭必着。E メールで

のお申込みには必ず返信しています。3 ～ 4 日して

も返信がない場合は、樽井公民館までお問合せくださ

い

【問合せ】樽井公民館（☎ 483-4361）、sumairu.

mama26@gmail.com

クラス とき

いちごぐみ
11月 11日㈫、25日㈫

プチいちごぐみ

午前 9時 30分～ 11時 30分
11月 11日㈫、25日㈫
午後 1時～ 3時
11月 4日㈫、26日㈬
午前 9時 30分～ 11時 30分

11月 4日㈫午後 1時～ 3時、
12日㈬午前 9時 30分～ 11時 30分

ばななぐみ

めろんぐみ

①

②

③

クラス とき

樽井公民館１階小会議室 A・B

人権ふれあいセンターまたは樽井公民館

11/28 ㈮ 10：00 ～ 11：30
とき・ところ 内容

平成 27 年 1/22 ㈭、2/2 ㈪、2/26 ㈭
時間はいずれも 10：00 ～ 12：00 養成講座

説明会
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  予防接種は、体調の良い時に受けましょう。費用は無料で

す。

　母子健康手帳、健康保険証は必ずお持ちください。予診票

は医療機関に置いています。個別接種は事前予約が必要で、

指定医療機関以外での接種はできません。予診票は指定医療

機関に設置しています。

予防接種名 対象年齢

結核（ＢＣＧ）

★受け方については、指定医療機関設置の「予防接種を受けるにあたっての説明書」・ウェブサイトを参照または、
保健センターへお問合せください。

保
健

セ
ン
タ
ー

個
別
接
種

集
団
接
種

指
定
医
療
機
関
で
通
年
実
施

（
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

麻しん・風しん

ジフテリア・百日咳・ポリオ・破傷風

水痘
★10月１日より定期の予防接種となりました。

日本脳炎

Hib感染症 　／　小児の肺炎球菌感染症

ヒトパピローマウイルス感染症

方法 場所

生後2か月の前日から5歳の前日まで
★初回接種開始月齢に応じて1～4回接種

第1期：1歳の前日から2歳の前日まで
第2期：小学校入学前の1年間

1歳の前日から3歳の前日まで：2回接種
3歳から5歳の前日まで【経過措置・26年度限り】：１回接種
▽すでに水痘にかかった子どもは対象外です
▽任意接種で水痘ワクチンの接種を受けた子どもは、すでに接種した
回数分を受けたものとします

第1期：生後3か月の前日から7歳6か月の前日まで
第2期：11歳の前日から13歳の前日まで

第1期：3歳の前日から7歳6か月の前日まで
第2期：9歳の前日から13歳の前日まで

小学6年生から高校1年生の女子

生後5か月の前日から8か月の前日まで
★1回接種 （実施日：11月20日㈭・12月11日㈭午後1時～1時45分
受付、予約不要）

ヒブ

行事名 対象 とき その他　

4か月児健康診査 ①平成26年6月生
②平成26年7月生

平成25年1月・2月生
平成24年2月・3月生

①11月5日㈬ ②12月3日㈬
受付：午後0時35分～1時30分

今

　月

　の

　健

　診

今

　月

　の

　教

　室

　

乳児後期健康診査

2歳6か月児歯科健診

3歳6か月児健康診査

1歳6か月児健康診査

対象者へ個別通知

対象者へ個別通知

4か月児健康診査で受診票を配布していますので、大阪府内の医療機関にお問合せの上、かかり
つけ医でお受けください。1歳を過ぎると自己負担になります。

平成24年4月生

平成25年3月生

平成23年4月生

11月27日㈭ 
受付:午後0時45分～1時20分

11月26日㈬ 
受付:午後0時30分～1時30分

11月12日㈬
受付:午後0時30分～1時30分

歯みがき教室

はじめてのままサロン

【内容】情報交換、赤ちゃんの身体
計測、育児相談、ふれあい遊び
【定員】なし
【申込み】不要

1歳未満の第1子と
その家族

11月28日㈮
受付：午後１時30分～1時45分
実施：午後１時30分～3時

（受付後、身体計測を実施します）

11月27日㈭
受付：午後１時～1時20分
実施：午後１時20分～

【定員】なし
【携行品】母子健康手帳、筆記用具、
歯ブラシ、コップ、お茶
【申込み】不要

妊婦とその家族

離乳食講習会

プレままプレぱぱ教室

【内容】講演と実演
【定員】20名（申込順）
【携行品】母子健康手帳、筆記用具
【申込み】電話か保健センター窓口
へ。10月6日㈪から受付

4か月～1歳未満の
乳児の保護者

10月27日㈪
受付：午後１時30分～1時45分
実施：午後１時30分～3時

10月17日㈮、24日㈮、31日㈮
受付：午後１時～1時10分
実施：午後１時10分～3時ごろ

【内容】お産の話、沐浴実習、栄養の
話、手作りおもちゃ、先輩ママとの
交流。3日間１コース
【定員】15名
【申込み】電話か保健センター窓口
へ。10月14日㈫締切

★保健センター（☎ 482-7615 ／ FAX485-1621）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞健康

　平成 27 年 4 月以降児童発達支援事業等を利用する場

合「障害児等支援利用計画」が必要です（費用負担は発

生しません）。「くるる」は子どもや保護者の意向、さま

ざまな事情を踏まえて相談支援専門員と一緒に「計画」

を作成していく事業所です。「くるる」を利用しようと

思う方は、事前に予約が必要です。

【問合せ】子ども支援センター（☎ 482-4168）

里山の自然学校「紀泉わいわい村」 冬休みいろりキャンプ
【とき】12 月 26 日㈮～ 27 日㈯（1 泊 2 日）

【ところ】紀泉わいわい村（信達葛畑 207）

【対象】小学 1 ～ 6 年生 

【内容】昔の生活体験、ひょうたんクラフト、お餅つき

【定員】40 名

【参加費】15,400 円（ＹＭＣＡ会員 13,400 円）

【申込み・問合せ】電話で「紀泉わいわい村」（☎ 485-

0661 ／午前 10 時～午後 5 時）へ。12 月 15 日㈪締切

児童相談支援事業所「くるる」が開所
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子育て情報局

Child  Information

リース作り
～私たちの自然観察会～

【とき】12 月 13 日㈯午前

10 時～ 12 時

【対象】小中学生とその保護

者（小学 3 年生以下は保護

者同伴）

【内容】リース作り

【定員】20 名（多数の場合

は抽選）

【参加費】1人200円（材料費）

【申込み】往復ハガキかＥメ

ールで、リース作り参加希望、

住所、参加者氏名（ふりがな）、

電話番号、学校名、学年を明

記の上、青少年センターへ。

11 月 27 日㈭午後 5 時締切

ほっとネットせんなん
【とき】11 月 8 日㈯午前 10

時～ 12 時

【ところ】デイセンターせん

なん

【対象】小学生 ( 小学部 )・中

学生 ( 中学部 )・高等部の障

がいのある子どもと保護者

【内容】みかん狩り

【定員】親子で 15 組

【参加費】1 組 500 円

【申込み】往復ハガキか E メ

ールで、ほっとネットせんな

ん参加希望、住所、参加者氏

名（ふりがな）、電話番号を

明記の上、青少年センターへ。

11 月 6 日㈭午後 5 時締切

読み聞かせ講習会
【とき】11 月 15 日㈯午前

10 時～ 12 時

【対象】18 歳以上で子ども

に本などを読み聞かせたい方

【内容】保育所での読み聞かせ

【講師】根っこの会

【定員】20 名

【申込み・問合せ】電話か E

メールで青少年センターへ

ヤングママの手編み教室
【とき】11 月 13 日㈭午前

10 時～ 12 時

【対象】おとな

【内容】幅広のチュームバンド

を作ろう

【参加費】500 円（材料費）

【申込み】電話で青少年センタ

ーへ。11 月 12 日㈬正午締切

軽快な音楽に合わせながら行
うストレッチなど

【 と き 】11 月 14 日 ㈮、17

日㈪、28 日㈮午前 9 時 30

分～ 11 時

【対象】

おとな

【参加費】

1 回 300 円

【申込み】当日受付

マイまい埋文　　

【とき】① 11 月 12 日㈬、

② 26 日㈬午後 4 時～ 5 時

【ところ】①青少年センター

②旧新家幼稚園

【内容】くみひもづくり

【講師】河
か わ た

田泰
やすゆき

之さん

【申込み・問合せ】電話かＥ

メールで青少年センターへ

★青少年センター（☎ 484-3500）
泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ＞青少年

〒 590-0521
樽井八丁目 13 番 18 号／ FAX：482-5425
e-mail：seishonen-center@city.sennan.lg.jp
青少年センターの行事にＥメールでお申込みの方へは、
２，３日中に確認メールをお届けします。届かない場合
は、青少年センターへご連絡ください。
●【ところ】の記載の無いものはすべて青少年センターで行います
●【参加費】の記載の無いものは無料です

　11 月 20 日㈭は、「泉南市子どもの

権利の日」で、国際連合総会で「子ど

もの権利条約」が採択された日です。

今一度、子どもの権利についてみんな

で考える日にしましょう。

　今月は、○×クイズをお届けします。

　最初は子どもの権利条約についての

問題です。

①子どもの権利条約の締約国、地域は、

2014 年にパレスチナが加入し 194

になった。

②日本は、1994 年に批准し今年 20

周年を迎える。

③子どもの権利条約でいう子どもと

は、0 ～ 20 歳である。

④ユニセフは条約で守るように定めら

れている権利を「生きる権利」「育つ

権利」「守られる権利」「参加する権利」

の 4 つに分類している。

⑤子どもの権利条約は 50 条からなり

たつ。

　続いて「泉南市子どもの権利に関す

る条例」についての問題です。

⑥日本で子どもの権利に関する条例を

策定している自治体は、泉南市の他は

10 か所である。

⑦泉南市子どもの権利に関する条例で

は、「わかもの会議」を設置している。

⑧泉南市は条例を推進することで「子

どもにやさしいまち」をめざしている。

⑨平成 25 年に泉南市が行った、子ど

も・子育て支援事業計画策定のための

アンケート調査で、「泉南市子どもの

権利に関する条例」を知っていると答

えた人は、50％である。

⑩泉南市子どもの権利に関する条例の

検証を行うために、泉南市子どもの権

利条例委員会が設置されている。

　最後に、子どもの生活に関するアン

ケートの結果からの問題です。

⑪「あなたがホッとできるときはどん

な時ですか」の小学生回答の 1 位は、

「友達と遊んだり話したりしている時」

で、中学生は、「ひとりで好きな事を

している時」である。

⑫「どのようなところだったら相談し

ようと思いますか」の小中学生回答の

1 位は、「聞いたことを秘密にしてく

れるところ」である。

　いかがでしたか？解答は 25 ページ

に掲載しています。

                                          

シリーズ：子どもの権利 No.22　11 月 20 日は「泉南市子どもの権利の日」～クイズで考える子どもの権利～

【問合せ】泉南市子どもの権利に関する条例事務局（人権教育課☎ 483-

3672 ／ FAX483-7306 ／ e-mail:jinkenkyouiku@city.sennan.lg.jp）　

11/10 ㈪～ 28 ㈮の期間
午後 0時～市役所玄関で、
子ども委員が昨年度作成した
DVDを上映します。（12 分）
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ハマヒルガオ群生地の保全活動！りんくう海
かいどう
道ブルーツーリズム

　岡田漁港周辺は夏に咲くハマヒルガオで有名ですが、近年は外
来種に景観を侵食されつつあります。黄色いアメリカネナシカズ
ラはハマヒルガオに寄生し栄養を吸いとる植物で、群生地一帯は
アメリカネナシカズラで黄色に染まっていました。総勢 100 名
の皆さんの協力を得て、丁寧に除去作業をし、始めと終わりでは
見違えるような緑の景観を取り戻しました。ハマヒルガオの群生
地では、枕木を敷いて保全区域を明確にするとともに、資源の貴
重さをわかっていただくための説明看板を設置しました。最後は
皆でタコ飯を試食。充実した一日になりました。（9 月 20 日）

●読者プレゼント！

応募締め切り
11月 25 日㈫必着

えのぐ箱
＆クラフト喫茶十

と い ろ

色

上記の広告に関するお問い合わせは、合同会社　ＩＭ総合企画へ（☎ 072-242-7997）

　トールペイントの材料を中心に、アメリカンカントリー雑貨
や輸入雑貨、 手作り食器など、ハンドメイドものを多くそろえ
た「えのぐ箱＆クラフト喫茶十色」さま。一歩入れば、そこは
まるで赤毛のアンのお家。カフェスペースも併設されており、
窓辺では動物のオブジェたちが楽しくお茶をしています。11 月
30 日㈰まではケーキセットご注文でアイシングクッキーをプ
レゼント。ほかクリスマスイベントも企画中。商品はプレゼン
トに最適なものが多く、1 点物のハンドメイド作品が手ごろな
価格なのも魅力。季節や贈り先に合わせて丁寧にラッピングし
てくれるのもうれしいポイントです。また、店内ではトールペ
インティング教室やリサイクル雑貨教室も開かれています。
　今回は「えのぐ箱＆クラフト喫茶十色」さま（樽井 2-22-32
／☎ 485-0233 ／営業時間午後 1 時～ 6 時／定休日月曜、火曜、
月 1 回日曜日／ http://d-kaga.com/enogu/）よりケーキセッ
ト（700 円相当）を 5 名さまにプレゼント。

【応募方法】郵便番号、住所、氏名、電話番号、年齢（学年）、性別、
職業を明記し、ハガキかＦＡＸ、Ｅメールで、今月号の感想や
市政へのご意見、プレゼントへのご意見、身近な話題などを必
ずお書き添えください。なお、応募はお１人さま、１賞品につ
き１回のみ有効です

【応募先】〒 590-0592（住所不要）広報せんなん 11 月号プレ
ゼント係へ FAX:483-0325 ／ e-mail:hisyo@city.sennan.lg.jp（タ
イトルに「広報せんなん 11 月号プレゼント係」と必ず明記）

【問合せ】秘書広報課（☎ 483-0002）
　応募の際ご提供いただいた個人情報は、泉南市個人
情報保護条例に基づき、当選者への賞品受け渡しのた
めにプレゼント提供店に提供される以外には利用しま
せん

浪漫的な雑貨の店

広告掲載枠です。

詳しくは今月号の広報せんなんをご覧ください。

5名さ
まに

国道 26号

泉南市役所

お弁当屋さん

泉南市役所南

至 和歌山 至 大阪

北野上医院
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まちかどスナップネット版もごらんください。

泉南市ウェブサイト＞

広報広聴・情報公開＞まちかどスナップネット版

http://www.city.sennan.osaka.jp/

カンボジアの歴史と芸術に思いをはせる～民族音楽舞踏公演～

　観光地・アンコールワットが有名なカンボジアですが、かつて
起こった内戦による混乱で、伝統芸術の担い手である教師や舞踊
手のほとんども犠牲になった悲しい歴史を持つ国です。今回この
公演のために来日した王立芸術大学の学生は、困難を乗り越え、
伝統文化と芸術を継承しようと必死に学び、練習に励んできまし
た。指先、足先の美しい所作のダンスとカンボジア楽器を情緒豊
かに演奏し、公演は大いに盛り上がりました。また、学生たちは
本市にも数日滞在し、子どもたちとの交流やホームステイを通じ
て日本文化を楽しみました。　　　　　　　　　　　（9月21日）

虐待に至ってしまう傾向と対策を知り、虐待をなくそう！

　この度、文化ホールにて「高齢者・障害者虐待防止月間イベント」
として、講演会「高齢者虐待の防止とネットワークのあり方」お
よび映画「ペコロスの母に会いに行く」の上映会が開催されました。
虐待は、生活環境や心理的環境によって、誰でも「する側・される側」
になってしまう可能性があると思います。講演会では、どういっ
た世帯構成や家族が虐待に至ってしまうのか等を、統計に基づき、
傾向と対策を学ぶ内容でした。また映画は、認知症になっていく
母親を介護する息子の立場から、笑いあり感動ありの内容となっ
ており、会場は笑いと涙であふれていました。　　　　（9月28日）

　　

勇壮なやぐらの曳行やイベント盛りだくさんのせんなんフェスタ !!

　市役所前で開催された「せんなんフェスタ !!」。台風の接近に伴
い開催が心配されましたが、多くの方が訪れ盛大に開催すること
ができました。時折、小雨の降る中、かわいい衣装を着た子ども
たちが、音楽にあわせ華やかなチアダンスを披露し、観客を楽し
ませてくれました。また、9 地区のやぐらが順番に曳行し、各地
区が自慢のやぐらでパフォーマンスを行い、フェスタを一層盛り
上げました。今年はミニＳＬも登場し、小さいながらも本物そっ
くりの見事なＳＬに乗車の行列ができました。子どもからおとな
まで楽しめる一日でした。                                 （10 月 5 日）

23 ページ　クイズの答え　①○　②○　③×　④○　⑤ ×　⑥ × ⑦ ×　⑧○　⑨ ×　⑩○　⑪○　⑫○　
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情報ボックス

Information BOX 

あいぴあ作品展
【とき】11 月 11 日㈫～ 14 日㈮午前

10 時～午後 3 時
【ところ】あいぴあ泉南１階日常生活

訓練室・社会適応訓練室
【内容】あいぴあクラブ（書道、絵手紙、

編み物）、地域活動支援センター（レ
ザークラフト、陶芸、絵画、書道）
【出品者】あいぴあクラブ（書道クラ

ブ・絵手紙クラブ・あみあみクラブ）、
地域活動支援センター　
【入場料・申込み】不要　　　
【問合せ】社会福祉協議会（☎ 482-1027）

わらべうたの講座
【とき】12 月 4 日㈭午前 10 時～ 12 時
【ところ】図書館２階視聴覚室
【対象】おとな
【講師】近

こんどう

藤弘
ひ ろ こ

子さん（わらべうたを
学ぶ会　ずくぼんじょ）
【定員】50 名（申込順）
【参加費】無料
【その他】子どもゆめ基金助成活動　
【申込み・問合せ】泉南市絵本とおは

なしの会事務局（☎／ FAX474-7426）  

泉南・市民まちづくりサロン
【とき】（第 6 回）11 月 26 日㈬午後 1

時 30 分～ 3 時 30 分
【ところ】市役所別館 1 階会議室 1・2
【参加費】無料
【問合せ】政策推進課 ( ☎ 483-0004)

樽井公民館まつり
「来たことない人、寄っといで！」
【とき】11 月 8 日㈯、9 日㈰午前 9 時

～午後 4 時まで
【ところ】樽井公民館
【内容】作品展示、作品即売、もぎ店、

演技発表（9 日㈰のみ）
詳しくはお問合せください
【問合せ】樽井公民館（☎ 483-4361）

四季のワンコイン料理≪冬≫
「簡単おせち料理」
【とき】12 月 6 日㈯午前 10 時～午後 1 時
【ところ】樽井公民館 2 階料理室
【対象】おとな
【講師】藤

ふじわら

原あつこさん

【定員】16 名（多数の場合は抽選）
【参加費】500 円（教材費）
【一時保育】1 歳以上、6 名まで。申

込み時にお知らせください
【申込み・問合せ】電話で樽井公民館

へ（☎ 483-4361）受付期間 11 月 19
日㈬午前 9 時～ 21 日㈮午後 5 時 30 分。
参加費は 11 月 29 日㈯午後 5 時 30 分
までに樽井公民館窓口で。教材費のお
支払いなき場合、キャンセルとします

たるい寄席２
【とき】11 月 29 日㈯午後 2 時～ 3 時 30 分
【ところ】樽井公民館
【出演】噺の会じゅげむ
【定員】150 名程度
【参加費】無料（樽井公民館配布の入

場整理券が必要）
【問合せ】樽井公民館（☎ 483-4361）

泉南市茶華道連盟・初冬の茶会
【とき】11 月 29 日㈯～ 30

日㈰午前 10 時～午後 4 時
【ところ】樽井公民館２階和室
【参加費】500 円（当日徴収）
【問合せ】鈴

す ず き

木（☎ 483-6576）

秋の展示会
【とき】11 月 8 日㈯午前 10 時～午後

4 時 30 分、9 日㈰午前 9 時 30 分～午
後 4 時
【ところ】信達公民館
【内容】秋の山野草、寄せ植えなど
【問合せ】泉南山野草会（☎ 483-8658）

葦
あし

の会「福島原発の今・これから！
～こどもたちの未来のために～」
【とき】11 月 16 日㈰開場午後 1 時 30

分、開演午後 2 時
【ところ】樽井公民館
【講師】今

い ま な か て つ じ

中哲二さん（京都大学原子
炉実験所助教）
【参加費】無料
【一時保育】3 歳～就学前まで 5 名（申

込順）。11 月 1 日㈯～ 7 日㈮の期間に
電話で石

いしがみ

神へ（☎ 482-4017 ／午後 5
時～ 8 時）
【問合せ】中

なかむら

村（☎ 090-9990-3929 ／
午後 6 時以降）

「おおさかふみんネット」
泉南ブロック生涯学習広域講座
【とき】11 月 29 日㈯午後 1 時 30 分

～ 3 時
【ところ】熊取交流センター（煉瓦館）
【テーマ】「全国の煉瓦造の建築物につ

いて－煉瓦館を検証する－」
【講師】山

や ま で

出美
み や

弥さん（大阪大学サイ
バーメディアセンター特任研究員）
【定員】50 名（先着順）
【参加費・申込み】不要
【問合せ】熊取町生涯学習推進課生涯

学習グループ（☎ 453-0391）

泉南地区合唱連盟
第29回泉南地区合唱フェスティバル
　23 の合唱団が出演します。入場無料。
【とき】11 月 23 日㈷開場午後 0 時 30 分、

開演 1 時
【ところ】エブノ泉の森ホール大ホール
【問合せ】（財）泉佐野市文化振興財団

                                                   （☎ 469-7101）

第 27回関西矯正展の開催
　施設内の見学、イベントコーナー、
展示品の即売などを実施します。

【とき】11 月 8 日㈯午前 10 時～午後
4 時、9 日 ㈰ 午 前 9 時 30 分 ～ 午 後 3
時 30 分
【ところ】大阪刑務所（堺市堺区田出

井町 6-1）
【入場料】無料
【問合せ】大阪刑務所作業部門

（☎ 072-238-8269）

せんなんわくわく広場からのお知らせ
●恒例朝市
【とき】11 月１日㈯午前 8 時 30 分～

12 時
●ミニＳＬに乗ろう！（小学生無料）
【とき】11 月 2 日㈰午前 11 時～午後 1 時
●収穫祭
【とき】11 月 3 日㈷午前 9 時 30 分～

12 時
●エコ・フリーマーケット　　
【とき】11 月 15 日㈯（雨天翌日順延）

午前 9 時 30 分～午後 2 時
【問合せ】せんなんわくわく広場サザ

ンぴあ（☎ 482-0277）
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山田家住宅一般公開＆書道展
＆マンドリンコンサート
【とき】11 月 22 日 ㈯、23 日 ㈷ 午 前

10 時～午後 4 時（コンサートは 23 日
㈷午後 2 時から）
【ところ】山田家住宅        
【展示】はな紫会（手作り作品展も併

せて開催）
【演奏】ピアチェーレ
【入場料】無料（ただし、建物保存の

ため任意でパンフレット代として 100
円の協力金をお願いしています）                                        
【その他】タケダ電設隣の空地に駐車可    
【問合せ】生涯学習課（☎ 483-2583）

「砂川遊園展」を開催
　昭和初期、「第二の宝塚」をめざし
て開発された砂川遊園。当時のことを
知る住民の方々の思い出・写真に加え
て、当時のパンフレットや新聞記事な
どから、砂川遊園のあゆみをご紹介し
ます。入館無料。
【とき】11 月 8 日㈯

から
【ところ】埋蔵文化

財センター
【開館時間】午前 9 時 30 分～午後４

時 30 分
【休館日】第 1・3 土曜日、日曜、祝日
【問合せ】埋蔵文化財センター

（☎ 483-6789）

「ちびっこずもう泉南場所」
中止のお知らせ
　今年は市立体育館が耐震工事のた
め、開催を中止いたします。次回開催
時期は平成 27 年 11 月の予定です。
【問合せ】生涯学習課　

（☎ 483-2582）

ふれあいメロディーコンサート
【とき】12 月 14 日㈰開場午後 1 時 30

分、開演午後 2 時
【ところ】文化ホール
【申込み】往復ハガキの往信面裏側に

郵便番号・住所・氏名・入場したい
人数（２名まで）、返信の宛名面に郵
便番号・住所・氏名を明記の上、〒
590-0592（住所不要）生涯学習課「ふ
れあいメロディーコンサート係」へ。
11 月 14 日㈮当日消印有効（複数枚
の応募は不可）応募者多数の場合は、
11 月 20 日㈭午前 10 時から市役所 1
階多目的会議室で抽選を行います
【問合せ】生涯学習課（☎ 483-2582）

ＭＯＡ美術館泉南児童作品展                      
【とき】11 月 15 日 ㈯、16 日 ㈰ 午 前

10 時～午後 7 時（表彰式は 15 日㈯午
後 1 時から）
【ところ】イオンモールりんくう泉南

２階イオンホール
【問合せ】指導課（☎ 483-3671）

泉南市文化協会・第２回文化サロン
「あなたもプチ・カメラマン」
【とき】12 月 7 日㈰午後 1 時～ 4 時
【ところ】和歌山県植物公園緑花セン

ター（岩出市）で。現地集合・解散（駐
車場無料、南海バス使用も可）
【内容】写真教室と撮影、アドバイス
【参加費】無料（入場料 200 円は各自

負担）65 歳以上の方は身分証明証提
示で入場無料
【問合せ】生涯学習課（☎ 483-2583）

泉南市婦人団体協議会
第 6 回チャリティー文化祭出演者募集
【とき】平成 27 年 1 月 25 日㈰午後 0

時開演
【ところ】文化ホール
【対象】子どもからおとなまで。歌、

踊り、演奏、ダンス、バトン、奇術等
【定員】27 組（申込順）
【出演費】個人出演 2,000 円、2 名出

演 3,000 円（5 分以内） 、グループ出
演 5,000 円（10 分以内）
【申込み・問合せ】市内４公民館、生

涯学習課備え付けの用紙に必要事項を
明記の上、 生涯学習課（☎ 483-2583）
へ　　
　
泉南市商工祭
【とき】11 月 16 日㈰

午前 10 時～午後 4 時
【ところ】せんなんわくわく広場
【内容】市内商工業者の展示即売、市

民参加イベント、屋台コーナー、フリ
ーマーケットなど
【問合せ】泉南市商工会青年部

（☎ 483-6365）

ふれあい交流祭
～センターでわっしょい！～
　世界各国の民族衣装によるファッション
ショーなどを通して国際交流しません
か。参加費・申込み不要 。
【とき】11 月 23 日㈷午後 1 時～ 4 時
【ところ】国際交流基金関西国際セン

ター（田尻町りんくうポート北３-14) 
【問合せ】政策推進課 ( ☎ 483-0004)

イベントなどの情報ページ

情報情報
まいぶんクラブ
①弥生時代の絵柄でマイバッグづくり

【とき】11 月 8 日㈯午後 1 時 30

～ 3 時

【費用】150 円（材料代）

【申込み】11 月 6 日㈭締切

②ツタ飾りづくり

【とき】11 月 22 日㈯ 1 回目午前

10 時 ～ 11 時 30 分、2 回 目 午 後

１時 30 分～ 3 時

【費用】50 円（材料代）

【申込み】11 月 8 日㈯締切

①②共通

【対象】小学生以上（保護者の参加

も大歓迎）

【定員】いずれも 10 名程度（多数

の場合は抽選）

【申込み・問合せ】FAX か E メール

で、①希望する活動②参加者氏名（ふ

りがな）③年齢④性別⑤電話番号

（連絡先）⑥住所を明記の上、埋蔵

文化財センターへ（☎ 483-6789

／ e-mail:maibun@city.sennan.

lg.jp ／ FAX483-7089）  



今月の表紙
飛行機大好き！空美ちゃん集合！

　飛行機大好き、写真大好きな女性が
市内、市外、他府県から参加して開催
された「KIX フォトクルージング」。今
回は航空写真家チャーリィ古

ふるしょう

庄さんに
も参加いただきました。岡田漁港より
漁船に乗り、撮影スポットへ。この日
は写真撮影には絶好の快晴で、飛行機
が飛んでくると、一斉にシャッターを
切り、ここでしか撮れない写真をカメ
ラに収めました。撮影後は、空港島内
のホテルで、古庄さんの講演を聴きな
がらランチを楽しみ、空美ちゃんたち
は大満足のようでした。  （9 月 28 日）

市長の動き

▽

シリーズ：「ふるさと歴史紀行」
『せんなんのたからもの』
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　泉南市の人口・面積
人口 64,116人（－39人）
男性 31,010人（－20人）
女性 33,106人（－19人）
世帯数 25,596世帯（＋15世帯）
面積 48.83㎢

9月末現在。（　）内は前月比

信達中学校での運動会

　泉南町立信達中学校での運動会
の様子です。同校は、砂川遊園跡
地（いまの砂川公園団地付近）に
建てられたため、グラウンドが複
数ありました。運動会が行われる
のは、そのなかでも一番大きいグ
ラウンドです。
　校旗を先頭に入場行進が始ま
り、整列した後は先生が模範にな
っての体操。競技は、リレーやム

カデ競走など、今でもなじみのあ
るもののほか、仮装行列もあった
とか。写真にあるのはカッパの仮
装行列。ほかにも、テーマが設定
された仮装行列もあったようで
す。「豊年の守り」というテーマの
ときは、案

か か し

山子といった具合。生
徒たちも、工夫しながら楽しんで
いたようです。

広報紙が届かない方は…

　広報紙が届かない場合、またはご
近所等でそのようなご家庭をご存じ
の方は秘書広報課までご連絡くださ
い。（☎483-0002）

　秋の交通安
全週間にて街
頭啓発を実施
しました。
（9月24日）

   泉南水彩画
グループ展を
見 学 し ま し
た。
（10月3日）

泉南の郷土カルタをつくってみませんか
　教育委員会では、本市の魅力をあつめた、郷土カルタづくりをはじめます。一緒につ
くってみたいという方、とにかく興味のある方と、まずはどんなカルタをつくるかなど
を考える意見交換会を開催します。
【とき】11月19日㈬午前10時～12時
【ところ】埋蔵文化財センター
【申込み・問合せ】FAXかEメールで、氏名と連絡先を埋蔵文化財センターへ（☎483-
6789、FAX483-7089、e-mail:maibun@city.sennan.lg.jp）
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